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ハンガリー革命における同家機構

← ータ十一二千(評議会)権力の構造， 1919 {!=--
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I章 タナーチの成立と初期の活動
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II章 革命政府および連邦中央執行委員会
III章全国タナーチ選挙

IV章 タナーチ国家機構の運日
V 章 タナーチと合同社会党

結び

本稿は， 1919年のハンガザーにおける国家機構，すなわち，ハンガりー・タナーチ(評

議会)共和国 MagyarTanacskoztarsasagにおけるタナーチ権力の機誌と岳動について明

らかにしようとするものである。それによってお世紀初頭の東欧における最初の社会主

義富家が，短期間であれ，採用しようとした社会主義国家体制のあり方を検討するO それ

は，ハンガリー革命の特徴を明らかにする作業-とも重なるものであるO また，ハンガワ一

史の中で，長い間， 断絶された時期ととらえられてきた 1919年を， 前後の時代との関連

の中に位置づける試みでもあるつ

まず，ハンガリー革命およびタナーチの研究史について触れておきたL、ハンガリー革

命については，その崩壊直後以来現在に至るまで膨大な研究が杏在するが，それらは常に

それぞれの立場から，自らの利害を反映する形で行なわれてきたりつしかし 1960年に入っ

てから，ハンガり一史学界は全般的に大きな変革を遂げ，実証的研究・総合的把握の試み

が始められた230 これまで研究が不充分であった地方史，いわゆる反革命の運動， 農民運

動の研究や史料の編纂・刊行が進められ，自国史における歴史的課題やその発展継続の問

題が重複されるようになった。こうした 60年代の研究を総括したものとして，下、ンガリ

1)ハンガリー革命史に関する研4先については， itll稿「ハンガリー午命(191純一1919)をめぐる掛冗長)J
向Jn玉i需関係学研究j]JJIJ冊 II，1981， 51-72瓦，を参泊。
2)新Lいハンガワ一史学の}j向に基づL、た代去的研究に，以下のものカhあるO
Hajc¥u Tibor， A Magyarorszagi Tanacskoztarsasag， Bp.， 1969. Hajdu-， Az 1918-as Magyar-

orszagi polgゑridemokratikus forradalom， Bp.， 1968署 Hajdu-，KむolyiMihaly， Bp.， 1978. 

Siklos Andras， Magyarorszag 1918--1919， Bp.， 1978. Kende Janos， Foτradalomrol forradaloma， 

Bp.， 1972. Fukasz Gyorgy. A Magyarorszagi polgari radikalizmus tδrtenetehez 19∞-191R 
Bp.， 1960. ~1agyarország tortenete VIII kot， Bp.， 1976. Nlagyar szakszervezetek a Tanacs-

koztむsasagban，Bp.， 1970. A Magyar Tanacskoztarsasag tort合1etijelentosege es nemzetkozi 

hatasa， Bp.， 1960. A Magyarorszagi Tanacskoztarsasag 50るvforduloja，Bp.， 1970. A Magy-
arorszagI Tanackoztむsasag60 evforduloja， Bp.， 1980. lVleszaros Karoly， Az oszIrozsas 

forradalomお aTanacskoztarsas年 parasztpolitikaja，Bp.， 1966. L. Nagy Zsuzsa， A Parizsi 
Bekekonferencia es 対agyarorszag 1918-1919， Bp.， 1965. L. Na区y一 Forradalom es 

33 -



ヨヲ場久渥子

一・タナーチ共和国 50周年』論文集と， ハイドヮの 2つの著書が出された九 しかしタ

ナーチ研究に関しては，まだ充分な検討が行なわれているとは言い難し、。タナーチは常に

ハンガリー革命の原動力，中核として評価されながらも，タナーチ機構を独自に扱ったも

のはほとんど見い出されない4)0 1958年に，タナーチに関するハイドゥの研究書が出され

たが， これは 50年代のハンガリ一史学の弱点をまだ克怒しておらず，社会民主党の過小

評価，共産党の過大評価，タナーチ形成をロシア革命の重接的影響の結果と見なすなどの

問題点を持っている九

ところが現実に法，タナーチは，近現代のハンガリ一史，あるいは大衆の革命運動に深

く根ざしてきたと L、う事実があるo rタナーチJはハンガリ一語で， 元来， 提案・忠告を
意、味し，そこから，多数の人々が集まり論議すること，あるいはその組織を意、味するよう

になった汽 1918年に労働運動の中で最初に「タナーチj組織の形成が訴えられた際， そ

れは，当時は同一線上のものと考えられたロシアのソヴェト，バリ・コミューンの両方に

由来する自律的組織，自治組織を意味するものであった。この時，労働運動，大衆運動の

担い手は，運動の中で形成した組織を Fタナーチ」と名づけることによって，担い手自身

が権力・行政に関与しようとする姿勢を示したので、ある。これは，さかのぼれば， 1848年

ellenforradalom a Dunant色lon，Bp.， 1961. PるteriGyorgy， A Magyar Tanacskoztarsasag 

ipariranyitasi rendszere， Bp.， 1979. Sarlos Bela， A Tanacskoztarsasag jog rendszerenek 

kialakulasa， Bp.， 1969. Borsanyi Gyorgy， Kun Bるla，Ep.， 1979. 史料集として代表的なものに，

A Magyar munkasmozgalom tδrt白 etenekv針。gatott dokumentumai， V kot. Bp.， 1956. 
VI kot.-A， 1959. VI kot-B. 1960. Forrおok Budapest Multjゑbol，II kot， Bp.， 1971. A 

Magyar Tanacskoztarsas勾 roplapjai，bibliografia es dokumentumgyujtemeny， Bp.， 1959. A 

Magyar Tanacskoztarsasag plakゑtjai az Orszagos Szechenyi Konyvtarban， Bp.， 1959. A 

Magyar T anacskoztarsasゑgszocialpolitikゑja，V alogatott rendeletek dokumentumok， cikkek， 

Bp.， 1959. Mindenki Ujakra keszul...， Az 1918--19-es forradalmak irodalama szoveggyujte-

mるny，II， III， IV kot， Bp.， 1959-62. その他地方史や地方の運動を明らかにする史料集として，
A Tanゑcskoztarsasゑg Hajdu・Biharban，1919. Debrecen， 1959. Fejるr megyei tortおetei
るvkonyv，II kot.， A Tanacskoztarsasag Fejむ megyるben，Szekesfeh台vむ， 1969. Vゑlogatott

dokumentumok Csongrad megye munkむmozgalmanaktorteneterol， 1917-1919， Szeged， 1969. 
V alogatott dokumentumok a Baranyai-Pるcsimunkasmozgalom tδrtenetehez， II kot， Pecs， 

1970. V針。gatott dokumentumol王 es adatok Nograd megye munkおmozgalmanal王 tor-

tぬetめol，1918--1919， Salgotarjぬ， 1975.等がある。この時期，多くの屈想録も出版された。

新しいハンガリ{史学の実状を踏まえたE本でのこの期の研究に法，吉塚吉吾「ハンガリー革命
の展開ートナーチ権力成立前史-JIr現代思想UI1976年 2丹第4巻 2号.243-265頁，がある。な
おハンガリ一史学界の変化については有塚信吾「ハンガリ一軍史学の現状Jir津缶塾大学紀要J

第 7号， 1975年， 45-61頁参照。
3) A Magyarorszゑgi Tanacskoztarsasag 50るvforduloja，Bp.， 1970. Hajbu Tibor， Az 1918-as 
Magyarorszagi polgari demokratikus forradalom， Bp.， 1968. Hajdu-， A Magyarorszagi 

Tanacskoztarsasag， Bp.， 1969. 

4) 1950年代に，タナーチの役割について幾つかの論文が出されている。 PeczeFerenc， A tanacsok 
jelentosege es szerepe a Magyar Tanacskoztarsasゑgmegteremtes岳民n，]ogtudomanyi Kozlony， 

1956， 129-138 old. Szentpeteri Istvan， A Magyar Tanacskoztarsasag megalakulasa es a 

tanacsok， ]ogtudomanyi Kozlony， 1958， 73-80 old. Hajdu Tibor， A tanacsok szerepe a 

magyar oktoberi polgむ demokratikusforradalomban， Szazadok， 1954， 88るv，2-3 sz， 245-

265 old. 

5) Hajdu Tibor， TanゑcsokMagyarorszagon， 1918-19-ben， Bp.， 1958. それらの問題点は，部分的

には 1968，69年の 2著書で是正きれている。
6) Magyar ertelmezo keziszotむ(ハンガリ一語註解小事典)， Bp.， 1978， 1331 old. 
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ハシガリー革命における国家機構

のハンガリー独立革命の発端ともなったピノレヴァックス・サークル Pilvax-kor7)の，民衆

を基盤にして社会を変革すると L、う精神の継承でもあった。タナーチは， 1956年，自立し

た社会主義を要求する運動の中で再び形成されるo1956年の体制改革の運動において，人

人は再び権力・行政を自らの手に掌握することを要求したのである。現在の社会主義体制

下において，タナーチは，個々の地域の行政機関を意味するものとなり，市役所，県庁等

を示す用語となっているO しかし 19世紀の運動に根を持ち 20世紀を通して継承され

ている，運動体としての「タナーチj は，固定された権力機関ではなく，大衆が権力機関

に関与あるいは参加することを要請する，その具体的組織として特徴づ、けられる。

その意味で，タナーチがハンガリーの最初の社会主義国家体制においてどのような役割

を持ったのか，いかに機能したかを拐らかにすることは重要であると思われるO 加えて，

ハンガリー革命の特徴として繰り返し指摘されてきた，平和革命，社会民主党と共産党と

の合同，社会民主党に対する共産党の妥協，政党による行政権力掌握の弱さ，あるいは政

党自体の脆弱さ， 土地の分割ではなく社会化， 合同党における「共産党j の名称の不採

用8)等の意味を，タナーチという運動体および社会主義国家機構の検討を通して立証し直

したL、。

7)オーストリア支配ドにおけるハンガリーの民主主義的改革を，立族による議会内の改良でなく，大

衆ケ基盤とした苧命的変111によってりなうべきで;1;)るとした急進的知識人グループ。指導者はベテ

ーフィ PetofiSゑndor，ヨーヵィ JokaiMor ら。彼らは急進的改草案を盛り込んだ 12度目要求を

揺げて， 1848年 3丹 1513に大衆集会を開き，代表闘を選出して要求を市議会に提出した o Magyar 

orszag tδrtenetムVI，1848-1890， 1， Bp.， 1979， 70-78 old. 
的ハンガリー革命十こ関する欧米の研究， 1. Rudolf L. Tokes， Bela Kun and the Hungarian 
Soviet R，ゆublic，The Origins and Role 01 the Communist Party 01 Hungary in the 

Revolution， The Hoover Institution， 1967; 2. The Hungarian Soviet Reρublic， An Evaluation 
and a Bibliograpy， (ed. by Ivan Volgyes)， The Hoover Istitution， 1970; 3. Hungary in 

Revolution， 191'-"'-19， Nine Essays， (ed. by Ivan Volgyes)， Univ. of Nebraska， 1971; 4. 
Revolution in perspective， Essays on the Hungarian Soviet Republic of 1919， (ed. by Andrew 
C. Janos et心，じniv.of California， 1971; 5. Peter Pastor， Hungary between vVilson and 

Lenin， The Hungarian Revolution 01 1918-1919 and the Big Three， Columbia Univ.， 
1976; 6. Bennett Kovrig， Communism in Hungary， From Kun to Kadar， The Hoover 

Institution， 1979. のうち特に 3，4の中のヴェ/レジェシュ，ケネツの研究は，ハンカ、リー革命のそ

うした特徴を強調 Lてきた。 Ivan Volgyes， Soviet Russia and Soviet Hungary， in Hungary 
in Revolution， pp. 158-169; Peter Kenez， Coalition Politics in the Hungarian Soviet Re-
public， in Revolution in ρerspective， pp. 61-84. 彼らはその特徴を主に，ハンガリ一社会民主党
と共産党との力関係，あるいはハンガリー共産主義者の理論的場さやその社会民主主義的資質によ

って説明している。しかし政党レベルでの説明だけで法，なぜハンガリー革命がそう Lた特設を持た

ざるを得なかったのかという問題に充分答えていなしと患われる。また論理的整合性を追求するあ

まり，事実を恋意的に解釈してレる点(たとえば，ハンガリー共産党がロシアから婦国した自前，タ

ナーチ共和国の外交致築，土地政策に罰Lて〉も見ら才Lる。 Volgyes，op. cit. pp. 161-162， 165， 168. 

長 本稿で使用 lf..こマニュスクリフトの略語を以下に示 Lておく o (ただ L7は 1919年の小命政府刊行

資料〉

1. Ministertanゑcs... 1v1in istertanゑcsjegyzokδnyve， Orszagos LevるltarArchivum. 
2. Kormanyzotanacs... Forradalmi Kormanyzotanacs jegyzokonyve， Partto仕組etiIntezete 
Archivum. 

3. Budapest Kozponti M. K. tan去cs500-as... Budapest Forradalmi Kozponti Munkas es 
Katonatanacs 500-as Bizottsag jegyzokonyve， PゑrttortるnetiIntezete Archivum. 

4. Budapest Kδzponti M. K. tanacs 8o-as. .. Budapest Forra正lalmi Kozponti Munkas es 
Katonatanゑcs80-as Bizottsゑgjegyzokδnyve， PゑrttortenetiIntezete Archivum. 
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羽場久逗子

以上の点を踏まえて，本穣では，

I章で，社会主義昌家形成以前におけるタナーチの成立と運動を検討し初期のタナー

チの詮務と活動の実態を明らかにする O

II章で， 社会主義国家機構の頂点である革命政府と， タナーチ大会で選出された連邦

中央執行委員会の特徴とその活動を考察する O

III章で，全国タナーチ選挙と，それによって選出されたタナーチ・メンパーの実態を

検討する O

IV章では， タナーチ選挙によって整えられたタナーチ国家機構が， 首都および、地方で

し、かに運営されていったのかを見るつ

最後に V 章では，社会主義国家体制において看過しえない，タナーチと合同社会党と

の関係を考察する。ここでは特に，社会民主主義者と共産主義者の相克，党組織とタナー

チ組織との相互関係を検討する。

I章 タナーチの成立と初期の活動

この章では，タナーチ共和国以前のハ γガリーにおける最初のタナーチの成立と， 1918 

年ハンガリ一民主主義革命後の政権下におけるタナーチの活動について概観する。特にタ

ナーチ成立以降，民主主義政権下でタナーチがどのように組織されたか，タナーチ共和国

成立にむけてタナーチがし、かなる役割を果たしたか，を考察する。

(1) 第一次世界大戦の勃発と社会民主党の戦争支持の声明以降低迷していたハンガリー

の労動運動は，長期戦の不講に端を発した平和・食糧の要求によって大戦末期に再びもり

上がり， 1917年のロシア革命以降急速にたかまった。それは 1918年 1月の大衆ストライ

キにおいて一つの頂点に達した。このストライキは，大戦末期の社会的・経済的不満の高

まりを背景に， 1917年 12丹に開始されたソヴェト・ロシアとドイツとの講和交渉におけ

る， ドイツへの抗議とソヴェト支援を掲げて行なわれたもので為った。ストは 1月 14日

にウィーンで勃発し 17円にはプ夕、、ベシュトに拡がった。人々は，プレストリトフスク交

渉への抗議、 ソヴェト・ロシア支持，大戦終結の平和的講和を口々に要求したo1丹 13ヨ
の首都のスト集会において，足、健な社会民主党指導部に批判的立場を取っていた左派社会

主義者たちは，即時，工場・職場で自分たちの労働者タナーチを形成するよう呼びかけを

行なった。この呼びかけは 6ヶ所の集会のうち 4ヶ所で採択された九こう Lて， ハンガ

5. Budapest Keruleti tanacsok... Budapesti Keruleti tanacsok 註iるsenek jegyzokonyve， 

Parttδrteneti Intezete Archivum. 

6. Fejer megyei Lev討tar.•. Fejer megyei Leveltar jegyzokonyvei. 
7. Kormanyzotanacs rendeletei... A Forradalmi Kormanyzotanacsるsa Nるpbiztosok re-

ndeletei， A rendeletek tartalomjegyzekるveles targymutatojaval， 1， II， III， IV kot， Bp.， 

1919. 

お TAGYOB. .• A Tanacskoztarsasag adatainak gyujtesere szervezett Orszagos Bizottsag 
jegyzokδnyve， Parttδrteneti Intezete Archivum. 

9. TOGY... A Tanacsok Orsz勾OsGyules台lekulesenek jegyzokonyve， Parttδrteneti In-
tezete Archivum. 

10. SZKIB. •• Szδvetseges Kozponti Intezo Bizottsag jegyzokonyve， PゑrttδrtるnetiIn話zete
Archivum. 

1) Nepszava (社会民主党'機関紙)， 1918 januar 15. 
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りーで最初の「プダベシュト労働者タナーチ BudapestiMunkastanacsJ が工場・作業場

で労働者の手によって形成されていった。ストは全国の工業都市に拡がり，ストの中で，

ハンガリー甫部の工場地帯， ナジカニジャやセゲドでも労働者タナーチが形成された2.)。

ハンガリーでタナーチの呼びかけがこのように急速に労働者の関に浸透していった背景に

(1，国際的な革命運動の高まりのみならず，ハンガワ一社会主義運動における伝続的な労

働組合運動の基盤の強さと，社会民主党指導部の権威の弱さが存在していた。タナーチは

当初から，穏建な社会民主党指導部に対して，吉分たちの運動を自ら管理し方向を与え

ることを課題として形成されたのであった九

しかし続いておこった6月ストでは，労働者タナーチの性格は変化した。 1916年以降軍

需工場となっていた苔都の国鉄機械工場の労働者が，労働条件改善，賃上げを要求してお

こしたストライキは，社会民主党指導部の制止にもかかわらず， 6月20日，左派社会主義

者ランドレル LandlerJenoの呼びかけと各工場労働者の呼応によって全国に拡がったo

i月の経験を基礎に.各工場・職場には次々と労働者タナーチが形成された。首都の西部

にある工業都市ジェーノレでは， 6月 22日. ジエール労働者タナーチの名で，現政府の退陣

と新しい民主主義政府の樹立を要求した九 ストが党の手を離れ，急進的労働者自身の手

で拡げられていくことによって，党の指導力と政宥に対する党の立場を悪化させることを

懸念した社会民主党は.これを制御しようとした。そのため党は，党と労働組合指導部の

影響の下にある労働者タナーチを形成し 6月27日， I労働者タナーチj の名によってス

トの収拾を呼びかけた6九 こうして， 6月ストライキは， タナーチの名の下に終結させら

れたのであるつ

(2) 1918年 10月末におこったハンガリ一民主主義革命を成功に導いたのは， 1月およ

び 6月ストにおける各工場・職場でのタナーチ形成の経験と. 兵土タナーチの力であっ

たっ 10月 25日.革命の勝利に大きな役割を果たすプ夕、ベシュト兵土タナーチ Budapesti

Katonatanacs が形成された。兵土タナーチは帰還兵士からなり， 彼らは軍需工場や兵器

庫から武器を持ち出して武装したっ彼らは，カーロイ KむolyiMihalyの率いる国民会議

N emzeti Tanacsηを支持し，革命の遂行を助けることを課題としていたが，カーロイの-mu

は兵士タナーチを重視してはいなかった830 この頃モスクワのハンガリ一人共産主義者

は，国民会議を打ち倒しすべての権力をタナーチヘ， と訴えたのが，タナーチはむしろ国

民会議を支持する方向へ進んでいったo 10月 30B，ブダベシュトでは， 10万人の集会が

~) A Magyar munkasmozgalom tortるnetるnekvalogatott dokumじntumai(以 FMMTVD)， V kるt，
Bp.， 1956， 47 sz， 66 01<1; 49 sz， 67 old; Nepszava， 1918 januar 27. 

3) Nevelo Iren， Nるhanyadat az 1918 januari tむmegsztrajktortぬet位とz，Parttorteneti Koz-

lemenyek， 1958， :2 sz， 106 old. 
4) MMTVD， V kot， 180 sz， 211-212 01<1; 181 sz， 213 01<1. 

5) MMTVD， V kot， 186 sz， 218 old. ここに見られるように，多くのタナーチは，タナーチによる

権力護持ではなく民主主義政府が自分たちの要求を代弁してくれると考えていた。

6) MMTVD， V kot， 195 sz， 224 old. 
7)由民会議は，カーロイの率いる独立と 48年党， ヤーシのブルジョア急進党， 社会民主党の三党の

連合によって形成され，国家の民主的改革と講和をめざ Lた。

8) Kaτolyi Mihalyne， Egyutt a forradalomban， emlekezesek， Bp.， 1967， 444 old. 

9) M長lTVD，Vkot， 242 sz， 278-280 olo. 
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関かれ，講和，人民政府，被抑圧民族の完全な自治と解放をめざして，労働者タナーチの

形成と代表の選出が呼びかけられた1の。これに応えて，首都の工場・職場で，労犠者タナ

ーチ，職場タナーチ uzemitanacsok iJ"'，.相殺いで形成された。

同日，各地でのタナーチの形成を基礎に，首都の労働者大衆はデモを開始した。デモ隊

の数は最初の 3，000，-.，..，4，000人から急速にふくれあがり， 通りにあふれ出した。やがてデ

モ隊は，革命的社会主義者 ForradalmiSzocialista のコノレヴィ/'Korvin Ott6をはじめ

とする兵士タナーチの指導によって各地で武器を取り始めた。武装したデモ隊は，兵士タ

ナーチの指導の下に，電話局，首都軍事司令部，郵便局，軍需倉庫，橋，銀行，鉄道，そ

の抱の公共機関を次々と占拠していった。首都は制圧された。デモを鎮圧するため吾集さ

れた軍隊は，軍内部に革命を支持する動きが現われ，機能し得なかったo 10丹31日，権

力は平和的に国民会議に移譲された。民主主義革命は，兵士・労働者タナーチと労働者大

衆の力を背景に遂行されたのである1九

(3) 民主主義革命の達成以降，諸タナーチは組織化される一方，政蔚の下に量かれて認

健化していった。首都ではブダベシュト労働者タナーチが工場労働者に大きな影響力を持

ち，その下に全爵的な地域 helyi 労{勤者タナーチ，職場 uzemi労働者タナーチが形成さ

れた。しかしプダベシュト労識者タナーチの主導権は社会民主党指導部が，地域労働者タ

ナーチと職場タナーチの主導権は社会民主党支部および労鵠組合が，それぞれ掌握してい

た。全体として労働者タナーチは新しく形成された連合政府 Koalici6s Kormanyの下に

管理されることとなった12)。致府は当初，ブダベジュト兵士タナーチに関しては，これを

武装解除し，解散させようと試みた。なぜなら兵士タナーチは，革命的社会主義者，左派

社会主義者に主導権を握られており，労働者タナーチ以上に急進的であったからである。

しかしこの計画は実現しなかった。政府は地方の兵士タナーチについても，解散を企てた

り，まだ兵士タナーチが形成されていない地域では形成を妨げようとした13)。一方，社会

民主党は，独自に兵士タナーチの指導権を握ろうと望んだ。しかし兵土タナーチは，左派

社会主義者ポガーニ Pogおy J6zsef らの指導と左派の影響力の増大によってますます急

進化していった。この頃ロシアから帰国した，クン KunB毛la をはじめとする共産主義

者は. 11月後半，社会民主党内外に共産党形成の呼びかけと打診を行なっていたが， 11月

24日， これに応じた社会民主党左派のメンバペ革命的社会主義者のグループと合併し

て， Iハンガリー共産党 KommunistakMagyarorszagi Partja Jを形成した。党は，左派

社会主義者，革命的社会主義者，ロシア婦りの共産主義者らの合同からなっていた。新中

央委員 16名中， ロシア帰りの共産主義者6名， 左派社会主義者 8名，革命的社会主義者

2名であち 15) ロシア帰りの共産主義者は多数派ではなかった。新しい共産党は，まず兵

士にむけて，プロレタヲア革命のための関いと各地での兵士タナーチの形成と強化とを訴

10) MMTVD， V kot， 243 sz， 280-281 old. 
11) この経過は Azむjsag(自由主義的な日刊紙)1918 oktober 31および Vilag(ブルジョア急進党
機関紙)1918 nobernber 1に詳しく叙述されている。

12) Nepszava， 1918 novernber 5. 
13) MMTVD， V kot， 274 sz， 316-317 old. 
14) N匂szava，1918 novernber 5. 
15) Siklos Andras， Magyarorszag 1918-1919， Esemenyek， kepek， dokumentumok， Bp.， 1978， 191-
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えた16)。もともと帰還兵士を中心に形成された兵士タナーチは，こうした状況の中で，左

派，共産党の影響をますます強めていった。

一方農村では，村タナーチ falusitanacsが影成されたが，これは完全に連合政府む管

理下にあった。同時に，大土地所有関係に規定された農村は， IB体制を温存させる性格を強

く持ち，貧農から中農までの層によって形成された一部のタナーチ以外は，依然として保

守的なものであった。貧農，中農層により形成されたタナーチは，特にショモジ県や南部

のチョングラード県，チャナード県およびク γジャーグ地方に多く，これらの地域では，

タナーチと農民は，土地分割および農民の権利擁護を要求して運動をおこした1730 こうし

た運動にも，左派および共産党の影響力が徐々に浸透していった。

(4) 1919年に入ると，民主主義致府は，内政・外交の政策の失敗が続き，政府内・外の

批判が高まる中で崩壊の危機を追えた。これに対し設府は，社会民主党閣僚の増加と，小

農業者党 KisgazdaPart党首ナジャターデイーサボ- Nagyatadi-Szab6 Istvan の入閣に

よるベリンケイ BerinkeyDenes新内閣の成立によって危機を回避しようとした。この措

置は，土地分割を執行しない政府に対して高まる農民の不満を緩和し，急進化しつつ為る

大衆の要求に一定の譲歩を示そうとするものであった。政府危機の中で，大衆運動や共産

党，右翼I'v10VE(誼国訪衛軍同盟)等左右の反政野活動が盛り上がった。また 2月 16B 

に出された土地改革法への不満と反発により，農民運動も活発化した。

そのような状況の下で，地方の主要都市では労働者タナーチが，政荷の統制力を無視し，

次々と地方行政権を掌握し始めた。彼らはタナーチ大会の開催を要求した。農村ではタナ

ーチの指導の下に， 大所有地の占拠，分割が行なわれ始めた。 2月末，ショモジ県の農業

労働者は，果庁所在地カポシュヴアーノレの労働者タナーチの指導によってタナーチ共和国

樹立以前に大所有地を占拠しいくつかの生産協同組合を樹立するに至ったIshこうして
i日エステノレハージ Esterhazy 慎地の 44，000ホノレド (1ホノレド=0.57ヘクタール)， ヤン

コヴィッチ Jankovich Besan Endre 11白領地の 12，000ホルド，セーチェーニ Sz毛chenyi

Bartalan領地の 11，000ホノレドの大所有地が，地方労働者タナーチの指導の下に，農村労

働者の共同所有，農業株式会社 Mezogazdas主giIparr台zv台lytarsasag の農場に，強制的

に移譲された1930

ベーケーシュ県では 3月に入ると「自主的な土地の占拠は日課Jとなった。 これを指

導するタナーチも時時の土地分割を要求した的。チャナード県でも土地の占拠が行なわれ

た。共産党機関紙『赤色新開 Voros U jság~ は， アソードの農民の運動を次のように伝

192 olJ. なおハンガワーの 50年代の史料集では共産党形成は 11月20日となっているが， (Do-
kumentumol王amagyar Part tort伝 etenettanulmanyozasahoz，豆 kot，1917 nove思 ber-1919

augusztus， Bp.， 1954， 14 sz， 63-64 old.)最近の史料集，年代記，著作では 11月24B vこ訂正され
ている o Uj erok sz註letese，A lV1agyarorsz勾 munkasmozgalomtortentるnekkronologiaja， 

1868-1919， Bp.， 1979 491 old; Siklos Andras， Magyarorsz勾 1918-1919，191 old. 
16) Voros Ujsag (共産党機関紙入 1919janu丞r4; M羽TVD，V kot， 363 sz， 385 old. 
17) Foldmunkas es szegenyparaszt-mozgalmak fvlagyarorszagon， 1848-1948， II kot， Budapest， 
1962， 547， 557 old. 

18)むtmutatoa Latinca Sandor emlekm会zeum，“Somogy megye munkゑsmozgalmanak 100 
esztendeje" kiallitasahoz， Somogy megyei Muzeumok Igazgatosaga， 1969， 50 old. 

19) Nるpszava，1919 februar 26. 
20) T AGYOB， 2/18， 2/18 a. Bekes megye. 
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くハンガリー・タナーチ共和国期のハンガリー〉 県区画は， 1914年の行政区i同による

ふ。

アンダーライン(ただし，県内に怖の都市治情日入さ

れていない場合.アンダーラインはひかれていない)

出典:Magyarorszag tortenete VII， Bp， 1978， 32 old. 
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ハ γ ガリー革命における国家機構

えている o r-アソードの労働者タナーチ(ここでは社会民主党と共産党は共同している)
は，次のことを決議した。ショッスベノレゲ)レ Schossberger男爵の誤地 5，100ホノレド，ハ

トヴァニの領地 9，500ホノレドを，買いあげ金 megvaltむなしに， また社会民主党が規定

した土地分割の規期によることなしに社会化すべしO …これに従って 3月 18日(パワ・

コミューン記念日入アソード， カノレタノレ，パクシュ，へーヴィーズでは， 武装した人々

がシゴツスペルゲ‘ノレ男爵の所有地を…取り上げてしまった21〉oJ

こうして労磁者タナーチの指導によって地方での運動が高まる中で， し、くつかの県，

市において行政権力が掌握された。ショモジ県では 3月10B， 共産主義者ラティンカ

Latinca Sandor らの指導の下に， カポシュヴアーノレの労動者タナーチ指導部が県の行政

権力を掌握した22)。共産党勢力の強いセゲドでも， ;)月 9司から市行政権力の獲得をめざ

して共産党の指導によるデモがおこされた。政時はこれに対し 3月 12日，社会民主党指

導者ベーム B出 m Vilmosを司令官とする海軍特別践を派遣し軍隊監視の下で社会民主

党指導下の労働者タナーチに行政権が譲り渡された23)0 3月14Bにはセクサーノレドの労

働者のデモを発端として， トノレナ県の行政権力が労働者タナーチ指導部によって羊握され

た。キシュクンブェーレジハーザでも，郡および市の労働者タナーチが行政権を握った0

3月 19日，ハンガリーの重要な工業部高ミシュコノレツの労{勤者タナーチがボノレショド県の

行政権を握った200 ベーケーシュ県で、も政府機関は労働者タナーチに行政権を移譲せざる

を得ない状況に追い込まれたmo

このように地方の各県でタナーチが次々と権力を字握してゆき，首都でタナーチに権力

が移譲されるのは時間の問題となっていった。運合政府農業大臣ブザ BuzaBarna は後

に次のように語っている。「こうしたで、き事は， 政府の状況をもはや全く動きのとれない

ものとした。各地で放逐された行政機関はもはや取り戻すことは不可龍であった。なぜ、な

ら軍隊さえも既に我々の傑にはなかったからである 26)0Jこのように， タナーチ権力の成

立は，ハンガリーではまず河辺の工業県・農業県において準備されていったのである O

以上，ハンガリーにおけるタナーチの形成から民主主義政権下でのタナーチ組織の成長

までを概観してきた。急進的労働在らによってまず各工場・職場単位で形成されていった

日吉タナーチは，民主主義革命達成以降，民主主義政府，特に社会民主党指導部の管理の下

に組み込まれたのしかし兵 t:タナーチは左派の影響の下にあり続けた。 1918年秋の共産党

の形成と政府の内外政策の失敗，特に農業設策の不徹底を契機として， 1919年に入り.地

方のタナーチの詞に急速に自立的機運がもり上がった。こうした中で、タナーチは次々と各

都市で行政権力を掌握していった。地方諸県の農業労働者は， タナーチの指導によって土

21) Voros Ujsag， 1919 mむcius20. 

22) Utmutato a Latinca Sandor em1ekmuzεum， 34 01(1. 

23) Vilag， 1919 marcius 15. 
24) Nepszava， 1919 mむcius16; VるrosUjs勾 1919marcius 20; MMTVD， V kδt， 690 SZ， 668 

old. 

25) Ket forradalom fenyei， Adalekok a Gyulai munkasmozgalom tortenetehez， 1918-1919， Gyula， 
1979， 22-23 olcl. 

26) Buza Barna， A Kommunistaδsszeeskuves， Hogy Kezdoclott a zsivanydiktatura? Kommuni-

zmus vagy foldosztas?， Bp.， 1919， 23 old. 
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地を占拠しショモジ県では生産協同組合が設立された。このように，民主主義政権下で

タナーチが全国的な拡がりを持つ運動に発展していったことが，タナーチ共和国を樹立さ

せる下からの圧力となったので、ある。タナーチ共和国は，決してロシア革命およびロシア

婦りの共産主義者らの外からの影響力だけではなく，ハ γガリーにおける国内の諸問題と

諸タナーチの運動の結果として提起されたので、島るO

11章 革命政府および連邦中央執当委員会

民主主義政権は，内政・外交における政策の破綻と，タナーチを中心とする大衆運動の

圧力によって，カーロイを大統領にのこしたまま，よち急進的な政策をとりうる社会主義

政権への移行と現政府の退陣をせまられた九 しかし単独で社会主義政権を担うには大衆

的支持基盤が充分でないと判断した社会民主党内工， 3月 21日夜 2月の一斉検挙によっ

て逮捕され監獄に拘留されていた共産党指導者の所へ赴き，党の合同と政権担当を申し入

れた。共産党が提出した合同綱領を社会民主党が承認することによって， 2党は合同し，

「ハ γガリ一社会党 MagyarorszagiSzocialista PartJを形或したO こうして問自夜 10時，

新社会党によって「革命政府 Forradalmi Korm釦yz6tanacsJ成立が宣言されたのであ

る3)。

ことではまず，こうして形成され，以後全国タナーチ機構の要となる草命政府，および

1919年6月中旬に開かれたタナーチ全国大会 (TOGY)で選出された「連邦中央執行委員

会 SzovetsるgesKozponti Intezo BizottsagJの機構と役割を明らかにしておきたし、。

(1) 革命政府はタナーチ全国大会が開かれるまでの期間，全タナーチ組織を指導し方針

づける役割を負っていた。革命政府は同時に，第 1回社会党大会が開かれるまでの間，党

1)民主主義政権退陣の理由についてはさまざまに論じられている。しかし，送態蓋後のパリ講和会議

における各国首脳の諸発言，その後の歌米諸国の研究が主張しているような.1919年 3月20Bの

ヴイグス通撲がカーロイ政権崩壊の最大要因とする主張は，現在のハンガリー史学の研究では誌と

んど見られない。彼らの主張は以下の点にある。 (1). 内政・外交の破綻と国内の大衆運動の急進

北が民主主義政権継続を不可能にした。早説， 政府の退時あるいは転覆誌必至であった。く2). 故

に，民主主義致府閣僚は，大衆の反惑を抑え，大衆的基盤を持ちうる社会主義政権への移行が必要

だと考えた。 (3). ヴィグス通課は， I政権転換を早め，かつ平和的に行なわせる融嬢jであった。
Hajdu Tibor， Az 1918 oktoberi polgむ forradalomes a Tanacskoztゑrsasゑgtortenete ku-

tatasanak台jabberedrnenyei Ireferaturn/， A Magyarorszagi Tanacskoztむsasag50 evforduloja， 

Nemzetkozi tudomゑnyosulesszak， Bp.， 1970， 27 old; Siklos Andras， Mi tδrtent mむ CIUS
huszonegyediken?， Parttorteneti Kozlemenyek， 1970， 4 sz， 91-92 old. こうした読点をある程
変踏まえ，かつロシア草命によるヨーロッパ勢力均衡の崩壊と合わせて「ヵーロイ政権→社会主義

政権jの移行を説明 Lたものに.Peter Pastor， Hungary between Wilson and Lenin， New 

York， 1976. がある。

2)社会民主党の単独政権構想は， 1918年 12月末から民主主義致飛の議事E程にのぼっていた。

Ministertanacs， k. 27， 1918 december 11. 当拐この構想、は民主主義政府を強化，魅続させる宮

前を持つものと Lて考案された。その後国内における左派の影響力の増大，酉欧列強のハンガリー

に対する態度の硬北の中で，社会主義政権構想の必要性はますます強まったが， 1919年 3月20日

の時点に至るまで， r民主主義政権の枠内jにおける社会民主党単独政権， という視点はカーロイ
によって探持され続けていた。羽inistertanacs，k. 27， 1919 marcius 20. これについての詳細な
実註研究は. Siklos Andras， Mi tortent mむciushuszonegyediken?， 75-133 old.を参照。

3) MMTVD， V kδt， 708 sz， 685-686 old; 709 sz， 688-689 old; V紅白むjsag，1919 marcius 22. 

新社会党形成に署名した指導者は，社会民主党から5名，共産党から8名(18左派社会主義者3名，
戸、ンア帰りの共産主義者5名〉であった。 Siklos，Dokumentumok， 254-255 old. 
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指導部としての機能も代行した勺 ハンガリーで辻このように富家機関と党指導部の区別

がタナーチ共和国の全期間を通して援妹なままであり，かつ，ソヴェト・ロシアと異なり

実際には常にタナーチが党をも指導するとしづ形態、をとった。この傾向は後に見るように

末端組織になる程顕著となるO

革命政府は，政府とハンガリ一社会党の名で， 3見 22日，rすべての人へ Mindenkihezり
というアピーんを発布した。宣言は， クγと左派社会主義者ポガーニによって起草された

もので，プロレタワア独裁が，プロレタリアートの完全な統ーによって遂行されたこと，

権力は革命政府が執行すること，政府は全国に労動者・兵士・貧農タナーチを設立するこ

と，これらタナーチの独裁が，立法・行政・司法の権力を行箆すること，を謡っている。

また，土地の生産協同組合化，全世界の労働者の共同開争を訴えている 530

1919年 3Jj 24日， 革命政府は 34名の人民委員を選出した。その内訳は， 社会民主主

義者 19名〈うち右派 6名，中央派8名， 左派5名)， 共産主義者 13名〈うち左派社会主

義者・!日社会民主主義者左派5名， ロシア帰りの共産主義者5名， 革命的社会主義者他3

名入 無党派2名であったの。 ここで見るように， 革命政庭の圧倒的多数は社会民主主義

者によって占められており， ロシア婦りの共産主義者は，少なくとも数の上では少数派で

あった。

革命政府は，英・独・仏・ルーマニア・チェコ語で，全世界の労働者にむけて，ハンガ

リー・タナーチ共和国を支持しこの革命に呼応するよう訴えた730 政府は内政において

は，赤軍・革命裁判所の設立と，工場・銀行および土地の社会化を遂行しの， 地方のタナ

ーチを中心に生産協同組合の形成と地方経済の統制を計った昔、

革命政府はその実設を，地域および職場のタナーチ機構の活動に負っており，故に地域

タナーチの役割を重視していた。 3Jj 22日の『赤生新開』では，プロレタリアート権力の

課題として. 1.支配階級の利益を代表していた官祭制を廃止すること. 2. r生産」を旧
支配階級から奪い耳元り， 組織すること(まず土地，工場， 鉱山を労働者のものとする). 

を提示しそのために労働者自身が立ち上がらなければならないことを示している川。ま

た革命政府外務人民委員となったクンもタナーチの役割を重視しておち，労働者を権力機

関へ導入する必要性を強調して次のように述べているo Iあらゆるタナーチのメンバーを

国家機構に参加させなければならなし、。あらゆる責任ある地位にプロレタリアートやタナ

4) Kormanyzotanacs. 601 f.， 1/1 a oe.， 1919 marcius 22. 
5) Voros Ujs勾， 1919 mむcius22. 

め MMTVD，VI kot， A， 1959， 2 sz， 4-5 old; MMTVD， VI kot， B， 1960， nるvmutato650-690 
old.より算出。ただし左派，中央派，右派の区71IJは必ずしも明確でなく，研究者あるいは研究書の

発行年により，区分に若干の差が見られる。 MT，VIII， 261 old; Hajdu， Tanacsok， 157-15801d. 
なお人民委員の 34名中，知識人が 14名， 労撮者出身〈多くが党活動家〕が 12名で，知識人が労
動者を iニまわっていた。また人民委員の多くがユダヤ人であったc
l(命政府は，内務，農業，軍事，司法，食糧供給，教育，外務，労鶴福祉， 財務，社会北 (4月
3 Elより社会生産)，商業 (4月 3Bには廃止)， ドイツ人問題，ルテエア人問題， の人民委員から
なっていた。 Kormanyzotanacs，601 f.， 1/1 a oe， 1919 mむcius22， 1/7 oe， aprilis 3. 
7) Voros Ujsag， 1919 mむcius23. 
8) Kormanyzotanacs， 601 f.， 1/2 a oe.， 1919 marcius 25; 601 f.， 1/3 oe.， mむcius27; Kormany-
zotanacs rendeletei， 1 fuz.， XXXVIII sz， 44 old. 
9) Kormanyzotanゑcsrendeletei 1 fuz.， XL sz， 46 old. 
10) V紅白むjsag，1919 marcius 22. 
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ーチのメンバーを配置しなければならなし、。プロレタリア国家を管理する職に，全労働者

大衆， 全プロレタリアートを積極的に採用しなければならないll)oJ クンの主張は， 裏返

してみれば，実際には18体制の官僚層が一掃されていなかったことを示唆してもいる。し

かし，ハンガリーの革命政府が，権力獲得以龍のタナーチの運動と成果を踏まえて， ソヴ

ェト・ロシアに比してより迅速にタナーチによる自主的な権力の確立を巨ざしていたこと

誌拐らかであろう。

(2) 1919年 6}j14~23 B Vこ開かれたタナーチ全国大会は， 全タナーチの代表として，

連邦中央委員会(以下 SZKIBと略す)を選出した12h連邦とは，ハンガザー共和国が，
各地域のタナーチの連合体であるとともに，ウクライナ，スロヴァキアなど諸民族のタナ

ーチの連合体として形成されることを意味しているO 即ち， 「ハンガリ一社会主義連邦タ

ナーチ共和国 MagyarorszagiSzocialista Szδveti匂esTanacakoztarsasagJ の形成が自ざ

されたのである 13)0 SZKIBは，大会から次の大会までの間，タナーチ全国大会で決定され

た課題を執行する任務を負っていた。 SZKIBは 150名からなり，労働者が 1/2，知識人，

事務員が 1んを占めていた。 SZ五IB V土，首都から 80人，地方から 70人のメンバーによっ

て形成されていためが，農民の比率は少なかった。タナーチ全国大会では，タナーチが革

命政荷を選出するとL、う権利を要求する意見が出されたが，これは採択されず， SZKIBが

革命政府を選出するという 2段階観を取ることとなった1530

1919年 6月24B， SZKIB の第 1回大会が開かれ，新しい革命政府が選出された1830

この新政府は妥協案によって生まれたものであった。タナーチ全国大会に先立つ全国党大

会で，託会民主主義者右派・中央派と， 共産主義者・社会民主主義者左派との間の対立

が表面化し， 党名は，妥協の現われとして「ハンガザ一社会主義・共産主義労働者党

a Szocialista-Kommunista Munkasok Magyarorszagi PartjaJ と改められた17)が， この対立

は新革命政府にも反映した。首相には社会民主主義者中央派のガノレバイ Garbai Sandor 

がとどまったが，共産主義者の急進的政策に批判的左中央派のクンフィ Kunfi Zsigmond 

社会民主主義者右派・中央派に極端主義者として攻撃されていた共産主義者のサムエリ

Szamuely Tiborが革命致府から退いた。その結果，新革命政府は 13名中左派が 3-----4名，

共産主義者が 4名となり，全体として左派が安定多数を得た18)。

しかし右派と左派との調停役であったクンフィが退陣したことは，サムエりの排徐にも

11) V紅白右jsag，1919 majus 17. 彼は軍隊に関しでも，階級的抑互の官僚的軍隊の露絶を訴え，こ
れを継承しないよう警告している。 VorosUjsag， 1919 majus 25. 

12) TOGY， 600 f.， 1/3 oe.， 1919 junius 23; SZKIB. 600 f.， 2 cs.， 1 oe， nevsora. 

13)ハンガリ一社会主義連邦タナーチ共和国憲法第 3条には， rタナーチ共和国は自由な人民の吉由な
連邦である」と記されている。 A l¥lagyarorszagi SzocIalista Szovets匂esTanゑcskoztarsasag

Alkotmanya， TOGY， 600 f.， 2 cs.， 1 oe， 1919 junius 23. 

14) A SZKIB tagjainak nevsora， SZKIB， 600 f.， 2 cs.， 1 oe. 

15) SZKIB， 600 f.， 2 cs.， 1 oe. SZKIB組織規約。これについてハンガリー研究者ピハリは，革命
設府は全国タナーチ大会で選出されたわけでも， SZKIBにすべての問題を報告する義務を負って

いたわけでもなかった，故にタナーチ共和国はプロレタリアートの独裁ではなく革命政府の独裁で

あった，と指摘している。 BihariOttδ， Alkotmおlyes討lamszervezeta Magyar Tan急cskoz-
話rsasゑgban，Jogtudomanyi Kozlony， 1969， junius h6， 279 old. 
16) Kormanyzotanacs nるvsora，SZKIB， 600 f.， 2 cs.， 2 oe.， 1919 junius 24. 
17) N匂szava，1919 junius 19. 
18) SZKIB， 600 f.， 2 cS.， 1919 junIus 24. 
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かかわらず，右派の不満を収拾しえない結果を招いた。全国タナーチ大会以降，右派は再

び社会民主党単独致府を樹立する構想を推し進め始める。革命政府の危機に至った持，社

会民主主義者右派・中央深江，革命政府延命の方向ではなく，政府を社会民主主義者右派

にゆずり渡すことによって，連合国の支持を取りつけ，ハンガリ一社会主義政権を守ろう

とするのである19L

以上のように. ~党の合同によって形成された革命政府は， 常に党内・政府内のんjJr(と

右派の対立と妥協で、揺れ動いていた。しかし政府がタナーチの役割を重視しタナーチに

よる権力の遂行によって国家を運営しようと考えていたことは明らかである。 SZKIBの

会合には，クン，ウェ/レトナ-Weltner Jakabなど革命政府のメンバーが繰り返し訪れ，

外交状況，国際プロレタリア革命の重要性と赤軍の組織化，労働者タナーチの強化再建，

統一の重要性について，報告や訴えを行なっている問。

このような問題を受けとめ，遂行するべきタナーチ組識はし、かなるものであったのだら

うか。次に，タナーチ選挙，タナーチ組織について考察してゆきたい。

111章全国タナーチ選挙

ここでは，実際にハンガリー全国に形成されたタナーチ組織の機構と実態を可能な限り

把握するため， 1919年4月に行なわれたタナーチ選挙 Tanacsvalasztasok を分析する。

|革命政府! 連邦中央執行委員会 150人

労動者・兵士・農民タナーチ全冨大会

人
以

内り

0
0

町
田

者働労央中ト
チ
ユ
一
シ
ナ
ベ
タ

ダ

士

ブ

兵

人口5，000人iニi入
300人以内
IB40人

ブ夕、ベシュト区タナーチ
人口500人にl人
300人以内
IB20人

{主 民

くタナーチ共和国におけるタナーチ機構>IB:執行委員会

19) 7刀打日の革命政府会議でベームのウィーン行きが承認されたf弘 政府!謝罪内右派ベームは， ウ
ィーンの社会民主党政府に赴き，ノく;リ講和会議に討して，ハンガリーに新しい社会民主政権を樹長

することによって，講和と，ハンガリーの崩壊を賠止する示認をとりつけようと弐みた。 Korrnゑny-

zotanacs， 601 f.， 1/32 a， 1919 julius 17， 9 sz.; ¥Vilhelrn Bohrn， 1m Kreuzfeuer zweier 
Revolutionen， Munchen， 1924， SS 497-498. 同日の卒命政府会議は，タナーチ共和国樹立以詩

党を離れていた!日社会民主党書記プヒンゲノレ BuchingerManoのウィーン行きく亡命〉をも許可

している。

20) SZKIB， 600 f.， 2/2 oe.， 1919 junIus :{O; 2βoe.，合lius15. 
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(1) タナーチ選挙の選挙権および選挙規則については 4月2Eに発布されたハンガリ

ー・タナーチ共和国臨時憲法 ldeiglenesAlkotmanyに規定されている%まず，憲法の

規定に期して，タナーチの組織について概観しておこう。

タナーチ組織は園のように，下からピラミッド型に代表を選出してし、く住組みになって

いた。住民から直接選出されるのは，ブダベシュト各区タナーチ kerurleti tanacsok，市タ

ナーチ varostanacs，および村タナーチ falutanacs，辺境市タナーチ hatarosvarostanacs 

であり，これらは留のような人口比率で選出された。

郡タナーチ jarasitanacsは，村タナーチ，辺境市タナーチ，市タナーチからそれぞれ

人口 1，000入に 1人の割合で選出された。県タナーチ megyeitanacs ~え県内の郡・市タ

ナーチから，人口 5，000人に 1人の割合で選出された。県内で自治権を持つ市治rv白 yha-

t6sagi jogu varosも県タナーチにメンパーを送ることができたO

プダベジュト中央タナーチは，プダベシュト各区タナーチから人口比率に従って 500人

のメンバーが選出された。

各タナーチはそれぞれ執行委員会 In結zoBizottsag (IB)を選出した。それぞれの執行

委員会の人数は国のとおりであるO

国家の最高機関である「労弱者・兵士・農民タナーチ全国大会 Munkas-，Katona-es 

FoldmuvelるsztanacsokOrsz勾osGyるlesJのメ γパーは，県および市タナーチから選出さ

れた。ブ夕、、ベジュト中央タナーチの執行委員会メンパ-80名は， 同時に労働者・兵士・

農民タナーチ全国大会のメンバーとなることができた。県および市タナーチは，人口 8万

人につき 1人のメンバーをタナーチ全国大会に送ることができた。県，市タナーチは全冨

大会開催を要求しうる権利を持っていた。

郡タナーチは，タナーチ共和菌のタナーチ機構の下で新しく形成された組織である。郡

タナーチの存在によって本来市タナーチと伺泣置に置かれるべき村タナーチは，中夫への

経路が一段下がっている。これは一方で、は，農村の綿密な組織化，地方自治の発畏を促す

ものであった。しかし他方では，農村や辺境市(他民族在員の多い地域)に対する革命致

詩の警戒を示していたとも言える。農民の多い村タナーチから形成される郡タナーチは，

労働者が桔対的に多いと考えられる市，ブダベジュト区タナーチに比べて，人口比率で選

ばれるメ γパーの数が 1んに抑えられていること， また県， 甫タナーチはタナーチ全盟大

会に送るメンバーを選出でき，全国大会開濯を要求する権利を持っているのに対し郡タ

ナーチはそのどちらの権利も持っていないこと，などからも，郡タナーチが必ずしも積極

的意図だけで作られたのではないことをうかがわせる。これは選挙結果とも関連してくる

問題である。

次に選挙権，被選挙権について見てみよう。タナーチ選挙は普通選挙ではなかった。原

期的には 18歳以上の勤労者男女に選挙権・被選挙権が与えられたが， 次の人々は参政権

を持たなかった。 a). 利益を得る自的で賃金労働者を雇用する者， b). 労模以外の収入に

1)臨時憲法はタナーチについて次のように始めている。 f勤労者人民は，労勘者・兵土・農民タナー
チにおいて，法を作成し，執行 L，これを犯すものを裁く。…ハンガリーのプロレタリア独裁は，

タナーチ全国大会と地域の労舗・兵士・農畏タナーチによって遂行される。JJ¥ ~agyarországi 
Tanacskoztarsasag ldeiglenes J¥lkotmanya， Kormanyzotanacs rendeletei， 1 fuz.， XXVI sz.， 
33-37 eld. 
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よって生活する者， c). 商人， d). 聖職者， e). 精神病者および監視下にある者， f). 政

治犯として逮捕，勾留されている者。。すなわち貴族，大・中土地所有者， 聖職者，中・

小工場主等は厳重に退けられたので、ある。投票権を持ち得る土地所有者の上設は，土地の

用途，把沃度に従って地域ごとに決められた。民族差別はなかったが，辺境市に住む非ハ

ソガリ一民族は， 農村と同様， 君iコタナーチには市タナーチの 1/2の代表しか送ることがで

きなかったつしかしハンガリー・タナーチ共和国では， ドイツ人，ルテニア人は民族自治

を認められ，各民族のタナーチ機構を形成していた九

この結果， 全人口 900万人の約半数 400-----500万人が選挙権を得た。 これは従来の;二~Jíl

王国の選挙制度に対して求め続けてきた普通選挙で、はなかったが，ハンガリーで初めて遂

行された広範な大衆が参加しうる選挙であった。

(2J 以上の規定の下に， 1919年 4月初め，各地域タナーチの選挙が--斉に行なわれた。

革命政府は，タナーチ選挙に関して，村，市タナーチは 4月 7aまで，郡タナーチは 10日
まで，県タナーチは 12日まで，タナーチ全国大会メンバーは 14日までに選出するよう布

告した九選挙は，各地域の労弱者タナーチおよびハンガリ一社会党が臨時憲法の規定に

基づいて作成したりストを選挙の数日前の大会で公表し，そこから代表を投票によって選

出する，としづ形態をとった九選挙当日は，多くの市，村で，組織的，自発的な祭の雰

囲気の中で行なわれ，大多数の地域では，公表リスト中の多くのメンパーが選出された。

いくつかの県の選挙地域では，プロレタヲア独裁に反対する大土地所有貴族， I自体制地方

国家官援などが連携して対立リス人 対立侯補をたてたがの，こうした対立候祷者が当選

することはまれであった。より多かったのは， こうした反政病的要素を持った人物が，地

域によっては公式リストに載り，選出されるというケースであったり。 これについては後

のタナーチの職業の所で見ることにするG

選挙結果の一部は表のようである。まず都市部，特に工業都市では，全人口の半数，す

なわち有権者資務を持つほとんどが投票を行なっているO しかし，ジュラ，センテシュ，

ベーケーシュチャパなど農業地域では必然、的に有権者資搭を持つ労働者・農民の率が減る

と考えられ，必ずしも対右権者比の投票率が工業都市に比べて少ないとは言い難い。

同様のことは農業県下の選挙についても言えるつチャナード，ヴェスプレーム，マラマ

ロシュの各県はそれぞれハンガり一高，西，東部の農業県で，他の諸果に比して一部で低

い投票率を示した県であった。このことは，これらの地域で反政府の妨害があったこと，

新政府に対する関心と支持が全国に及んではいなかったことを示しているO しかしより大

きな原菌として，農村では有権者資格を厳しく制限したことをあげなければならない。ソ

2) Kormanyzotanゑcsrendeletei， U. 0.， 19~ ， 35-36 old. 

3) Kormanyzotanゑcsrendeletei， U. 0.， 2~， 33 old. 

4) Kormanyzotanゑcsrendeletei， 1 fuz.， XXVII sz.， 37 old. 
5) リストには氏名，職業のほか，窺婚・未婚の剖，子供数，所有地f討議，タナーチ・メンバーかどう
かなどが書き込まれた。 MMTVD，VI kot， A， 164 01<1. ハンガリー・タナーチ共和国ではロシ
アのような政党選挙は行なわれなかった。も Lil主党選挙が行なわれていれば，社会党が第一党に右:
れたかどうかは疑わしL、。
6) Ki a jovonek vet magot.ー， Szombathely，1978， 11 old; MMTVD， VI kot， A， 167 sZ.， 165 

old. 
7) MMTVD， VI kot， A， 167 sz.， 165 old. 
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ノレノク県キシュウーイサーラーシュでは 3ホノレド以下の農民にしか選挙権を与えず，

ホノレド以上の農民は農業資本家と区別しないとL、う政策をとり，小農の大部分を選挙から

締め出した% また社会主義者・共産主義者の影響力が強く，急進的な農民運動が存在し

たジョモジ県でも，タナーチ挟補者は工場労動者か5ホノレド以下の土地所有農民に限ると

された1030 もう一つの原因は女性であった。タナーチ選挙はハンガリーで初めて女性に参

政権を与えたが， IB体制の伝統が崩されていない地方農村では，女性が男詮と問権を持つ

5 

8) Voros Ujsag， 1919 aprilis 9; Nepszava， 1919ゑprilis 10， 12; MMTVD， VI kot， A， 163 

old; A Debreceni munkゑsmozgalom 誌はるnete，Debrecen， 1956， 288-289 old; V alogatott 

dokumentumok Csongrad megye munkasmozgalmanak 信託伝説め61，Szeged， 1969， 322-323 

old; Pむtt信徒neti Intezete Archivum， Belugyi N匂biztossag，603f， 6/9， 6/23， 6/36; A 
Tanacskδztarsas匂 Zala megyeben， Zalaegerszeg， 1961， 47 old; Ket forradalom f合lyei，

Adalekok a Gyulai munkasmozgalom tort台letehez，1918-1919， Gyula， 1979， 33 old. 

Kiss Kalm金1，Kisujszゑ11お 1918-19-ben，Szolnok， 1969， 43-44 old. 
Belugyi Nepbiztossag， 603 f， 6/27.なお以下はハンガリーの搭層分布表(191めである。これを見

ると 5ホルド以下の農民は全雪の 14%足らず， すなわち全人口の約 1割足らずになることがわ

かる。乱1agyarorszゑgtort釘lete(以下 MT)，1890-1918， VII kot-1， Bp.， 1978， 428-431 old. 
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て投票することは困難であり，実際に選挙に参加した女性は多くはなかったのである 11)。

ここではむしろ，それにもかかわらず有権者の大多数が投票に参加しているということ

に注目すべきであろう O 前民主主義政権が 5ヶ月の政権担当期間中についに選挙を実施し

えなかっためことを考えるならば，政権獲得後2週間余りで，全国規模の選挙を実施し

成功したのは驚くべきことであろう。そこにタナーチの岳立性，すなわち挺にタナーチ政

権以前から，各地域の工場・労組などのr!1から作りあげられたものとしてタナーチ組織が
存在しており，政府はその基盤の上に形成された，と L、う事実が切らかになるように思わ

れるの地Jjにおける戦前からの社会民主党組織， ロシアからの掃還兵により形成された共
産党の影響力も無視できない))であった 13)が，この各労組・工場における自立組織によっ

て政治を動かす要求がなければ、タナーチ選挙は実現できなかったで、あろうっ

次に，選出されたタナーチ・メンパーの職業を見てみたいの大きくわけるならば，1襲来

労働者および労働者がそれぞれ lんずつを点めており， その点では労働者・農民タナーチ

にかなったものであったの労組の組織が強同な所では，それぞれの労組からタナーチ・メ
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1 kf二Jthl可有お
1， ()O()オ、ノレド以上

100-1，000ホル F
100ホ/レド以上ーの小作農

E 小 UUJ.所有者，小作:長
50-100ホノレド

20-50ホノレド

5-20ホノレド

(5ホノレド以子
その{告の独企:長

m小'LjJr(';- フノしショア
， '1'産階級

小工場+(1-5人〉

職人く従業員な L)

Ifij人

くその{告をf合む〉迂i

人 % 

i
 

二

=z
-
z
 

人 |%

1.メ51，697! -10. 1 
1 h9， 700' O. 9 

432，312: 2.4 

4， :156， 31h! 2~3. 9 

453， 377¥ 2.;) 

405， 069: 2. 2 

88， 234! (). 5 

;;t I 7，756，7051 42.5 

11)都 IIi部でさえ，ナジカニジャでは 11，283人，'， 1/3 ， カボシュヴアールでは 8， 650 人 It~ 2，236人 (26

%)しか女性が参加していない。 Pぷ Jozsef，Nagykanizsa kornyeke a forradalmak viharaban， 

1918-1919， Nagykanizsa， 1968， 48 olJ;し NagyZsuzsa， ForraJalom es ellenforradalom a 

Dunantulon， 1919， 71 01<1. ただした性がタナーチ・メンパーに選出された併も少なくはなL、Q

ベシュト県では県 Fのタナーチ・メンパ-3， 168名，11，:Ji :5， 078名 (97.15%)，女 90名 (2.85%)
であった。 Pestmegye multjゑbol，Bp.， 1965， 324 old. またデプレツェンrliタナーチでは， 210 
名1118名が女性であった。 A Debreceni munkasmozεalom tortenete， Debrecen， 1956， 288-289 

old. 

12)述合政府内務大院は 3月 17ilの段階で， 4 Jl l:~ 日に選挙を行ない，そこで氏主主義諸党が外部か

らほ崩する形態をとる社会民主党単位政府を援立する，という，if画を提案しているが，政府の退陣
により実現できなかった。 Ministertanacs，k. 27， 1919 mむcius17. 

1:0たとえばヴアシュ県ソンパトヘイでは，ロシアでポリシェグィキとコンタクトを持った社会主義高
ら;;'(r~1心 tこ， タナーチ共和IJeI勝手IJ後すぐに， 新政府毛そプ支主r品持3i7ji什毛~Lた医1
整交てLい、る o Ki a jovonek vet ma伊比.吋 11old. 
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ンパーが選出されたので， メンバーの職業は， その地域の労組の強い職種をも示してい

た。たとえば，ホードメゼーヴァーシヤールへイでは. 124名の市タナーチ中，労働者 52

名，農業労動者 36名であり，労働者中， 石切労働者，鉄鋼金属労働者，印刷工， 材木労

働者が多くを占めた1430 デプレツェンでは， 210名中， 102名の労働者のうちで， 鉄錦労

働者，鉄道労働者，建設労働者，材木労働者，印刷工が多数を占めている 15)。しかしより

注意深く見るならば， 残り 1/3前後は，知識人，職人，小工場主， 事務員などの，いわば
小ブルジョアジーあるいは非生産者が占めていた。先のデプレツェンで、は， 210名中 70名

を，事務員・職人・知識人が占めているし，セ γテシュでは 74名中 23名，ホードメゼー

ヴァーシャーノレヘイでは 124名中 31名，ザラエゲノレセグでは 24名中8名を知識人，事務

員，職人が占めているのである 1630

一方農村地域では， 貧農・小農出身が約 2んを占めた。 フェイェーノレ県ターツ村のタナ

ーチでは 20名中 15名，チャークベレーニ村タナーチでは 6名中 5名を，農業労働者，日

雇い労{識者，小土地所有者が占めている 17)。同県ドクナベンテレでは 40名中 26名，ソル

ノク県トウノレケヴェでは 28名中 15名が土地労働者である 1昌弘問題となるのは，一つには

領主経営の最下層として労動力を提供していた農業チェレード(定住雇農)mezるgazdas会gl

csel討がタナーチ・メ γパーに誌とんど選出されていない点で怠る。いくつかの村では

急進化したチェレードもおり，たとえばソノレノク県トゥノレケヴェで法， タナーチおよび党

組織の指導的役割をチェレード，土方出身の活動家が果たしてきた19)。しかし全体から見

て，革命を支持しあるし、はタナーチに選出されたチェレードはほとんどいなかったと言っ

てよいっこれはチェレード自身が，領主宰jの崩壊によって領主制の下で享受しえた謹かな

所有物と自分の存在基盤とを失ったため，新政府に否定的であったこと，また政府の鱒も，

チェレードを組織すべき農業労働者の一員とみなしていなかったことが原国であろう。

問題となるもう一つは，タナーチ・メ γバーが，労・農・兵タナーチの枠から大きく逸

脱していた地域も少なからず存在していた，という点である。先にふれたように，公表リ

ストに長致府的な人物が載せられ，選出されたケースがし、くつかるるO たとえば，ナジマ

ロシュでは，軍司令官の妻，工場主，聖職者，土地所有者が，タナーチ・メンバーに選出

された問。ブェイエール県モーノレでは，土地所有者および土地所右貴族がタナーチ・メン

バーに選出された2九弓む労・農・兵タナーチ・メンバーの選出は，単に反政府運動に

14) Valogatott dokumentumok Csongrad megye munkむmozgalmanaktort釦 etebol，306-309 old. 

15) A Tanacskoztarsasag Hajdu・Biharban，1919， Dokumenturngyざjtemeny，Debrecen， 1956， 160 

old. 党組織が最もよく組織されているベシュト県では，県下のタナーチ 3，168名中，労組メンバ

ーあるいは党員は， 2，652名 (83.71%)を占めていた。 Pestmegye multjめol，324 old. 

16) A Debreceni munkasmozgalom tort台lete，288-289 old; Szuronyok arnyekaban， 1890-1939， 
Dokumentumok a Szentesi munkasmozgalom tortenetebol， Szentes， 1969， 31 sz.， 1919 aprilis， 
69-70 old; A TanacskoztarsasゑgZala megyeben， 47-48 old. 

17) Fejer megyei tort岳neti evkonyv， A Tanacskoztarsasag Fejるrmegyるben，Szekesfehervむ，
1969， 211 old. 

18) Szolnok megye 1918-19-es esemenyeibol， Szolnok， 1969， 40 old. 
19) Parttδrteneti Intezete Archivum， Keleman Imre， Parasztmozgalom Tanacskoztarsasゑgelott， 
Turkevei， H-K-247. 

20) Nepszava， 1919 aprilis 15. 
21) Fej岳rmegyei Leveltar， FelvるtetettMor kozs匂 kepviselotestuletenekrendes korgyuleserol， 
1919ゑprilisR 
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よって行なわれたとのみ言いきれない側面がある。ハンガザーの近郊県フェイェーノレ県下

の全村における 1918'"'-'19年の村会議事録に自を通すと， ハンガリー王国政府， 民主主義

政府. タナーチ政府，ホノレティ政府に至る時期に，議長ないし書記が変わっていない村が

県下の 1/3以上を占めている 2九ェチェグでは， タナーチ選挙において前議会議員が最高

得票で再選され，タナーチの倒からtlJされた労檎者議員は最低得票で、あった2330 このよう

に，タナーチの組織が弱かった地域では，致権が変わっても地方政治の実態、はほとんど変

化なく継続されていたのであるの

旧支配者層，大土地所有者がタナーチ・メンパーに選出された地域に対し，政府内務人

民委員ラピノヴィッチ RabinovicsJ6zsef はタナーチ選挙のやり直しを訴えた24)。タナー

チ選挙のやり宣しはヴァシュ県を中心に， 4丹末から 5月半ばにかけて行なわれた2めが，

明白な反政府活動を行なっている者の排除以上の効果はあげられなかった。

以上からタナーチ選挙をまとめると，次のことが言えるであろう O

(1) タナーチ選挙は薪政府の発足後2遇間余りで、行なわれたにもかかわらず，それ以前

の自立的運動と組織を基礎として，地方における自覚的な大衆による政治参加という点で

は充分にその呂的を達しえたと言える。

(2) タナーチ・メンバーの職業からは，一方では，ハンガリーの各労組の手堅い組織化，

ハンガリーにおける農業労働者の重要性，タナーチにおける知識人の役割，を見ることが

できるが，他方では，職人・ 4、土地所有者の選出の多さや女性の差別に見られる封建的特
質の誤強さ，一部の地域においては中央権力の影響力を浸透させることの菌難さをも，見

ることカミで、きるO

しかしタナーチ政権確立後初のタナーチ選挙の勝利は， 1919年初めの民主主義政権の

危議以詳，対立しつつ成長していた左右の反政晴運動にーまず決差をつけ， IB封建体制の

支持層や反社会主義の運動は一時的に後退を余犠なくされることとなる。

IV章 タナーチ国家機構の運営

次にそれぞれのタナーチ機構の運営について見てみたい。前述の臨時憲法では，タナー

チ機構の中央集権制について次のように規定しているoi第 15条，村，市，郡，県タナー

チは，上部タナーチの命令を遂行するO タナーチは，それぞれの地域で生活し働く人々の

経済的・文化的福祉をあらゆる場において推し進め，その地域で地域的重要性を持つあら

ゆるでき事に関与すべきである。Ji第 16条， 執行委員会とその所属するタナーチとは，

下部タナーチに責径を持つO すなわち，県タナーチ執行委員会と県タナーチは郡タナーチ

執行委員会と郡タナーチに，都タナーチは村タナーチ執行委員会と村タナーチに責在を持

つ1)oJ 

タナーチ機構は先に示したように，最高機関としてタナーチ全国大会および連邦中央執

22) F ejer megyei Leveltar. ザラ県の・部の村でも IriJ様のこ左がおこった。 A Tanacskoz品目指年

Zala megyeben， 50 old. 

23) Fejer megyei Leveltar， Etyek， 1919ゑprilis10. 
24) Rabinovics Jozsei， Tiszta proletゑr-munkむtanacsokat1， Vδros Ujsaι1919 mゑjus11. 

25) MMTVD， VI kot， A， 167 sz.， 165 old. 
1) Kormanyzotanacs rぞndeletei，1 fuz.， XXVI SZ.， 3:> 01.1. 
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行委員会が存在し，革命政府の下に，首都ではプダベシュト中央タナーチ， gタナーチ，
地方では県，郡，市，村タナーチ，辺境市タナーチがそれぞれ課題を遂行した。

以下，各タナーチの課題と活動を見てゆきたい。

(lJ <ブダベシュト労働者・兵士中央タナーチ〉

ブダベジュト労働者・兵士中央タナーチ〈以下中央タナーチと略)は，首都の名区タナ

ーチより 500人のメ γパーを選出して形成され，首都全区の住民に責任を持った。その課

題は，首都勤労者との密接な結びつき，勤労者の生活環境の改善，プロレタリア権力の強

化，社会主義社会の実現，赤軍の組識化などであった九中央タナーチは 4丹11日の第 1

IriJ大会でレーニンを名誉議長とした九

中央タナーチは首都のi日都庁舎， I日行政施設を譲り受けた。旧部職員のほとんどはそこ

で継続して働くことを希望し受け入れられた。唯一，指導部のみが解任され，タナーチ

政権に好意的な人々によって置き換えられた。教職員にはおよそ 500人が薪しく採用され

7こ4)。

4 Jj 15日， ブダベシュト中央タナーチは 80名の執行委員会と 5名の議長団を選出し

た九 80名の執行委員会メンバーは全員 SZKIBのメンバーとなることができた。しかし

執行委員会，議長団は中央タナ{チにおいて必ずしも指導的役割を果たしたわけではなか

った。多くの問題は 500名の中央タナーチで討議され，決定されたのそれ以外の細かな地

域的な問題は区タナーチで検討され，遂行されていった。

中央タナーチが最重要課題と晃なしたものはタナーチと地域大衆との密接な結びつきで

あった。 4月15日の中央タナーチの会議で，クンは次のように述べている。「タナーチと

大衆との関保は極めて重要で忘る O あらゆる意味においてタナーチの課題の遂行は大衆か

ら距離を保っていては不可能である O 確かにタナーチは膨大な官療機構に見えるかもしれ

ない。(だからこそ)タナーチの要求を決して大衆の要求と対立させないよう， 留意する

必要があるべJこの文章を見る限り，クンはタナーチを大衆から遊離した官僚機構にしな

いことに，とりわけ注意を払っていた。こうしたクンの態度はタナーチ共和国崩壊まで維

持されることとなるo

中央タナーチは各区タナーチと連携しながら課題を遂行した。中央タナーチの課題に

立，地域住民の生活，労働の改善の問題の抱に，首都であるが故に革命政府と協力してや

りとげなければならないさまざまの内政問題があった。その問題解決の仕方は，以下に見

るように，タナーチ国家を守るという点では革命政府あるいは合同した新社会党よりもよ

ち現実的であり，また急進的でさえあった。

まず赤軍形成，国家防衛の問題について見てみよう O これらについては中央タナーチは

革命政府を積鍾的に援助した。政府は3月25日，布告にて， 組織された労働者からなる

赤軍形成を呼びかけた九 しかし既に諸地域のタナーチは，共和国形成と問時に徴兵を開

2) Budapest Kozponti M. K. tanacs 500-as， 6(地f.， 3(1 oe.， 1919 apri lis 15. 

3) Voros Ujsag， 1919ゑprilis13. 
4) Hajdu Tibor， Tanacsok Magyarorsz勾on，202-203 old. 

5) Budapest Kozponti M. K. tanacs 500-as， 600 f.， 3(1 oe吋 1919aprilis 15. 
6) Budapest Kozponti M. K. tanゑcs500-as， 600 f.， 3/1 oe.， 1919五prilis15. 
7) Kormanyzotanaesγendεletei， 1 fuz.， XXIII sz.， 26-28 old. 
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始していたo4月中匂，チェコ草・/レーマニア草の侵入が開始される中で， 4月 24S，軍
事人民委員会が戦線の状況を報じ労動者大衆の組織化を訴えての以来，赤軍の組織化は

首都では区タナーチ，地方では村タナーチおよび職場タナーチの指導の下に行われること

になった。タナーチはそれぞれの地域・職場でリストを作成し分隊を編成していったの。こ

の頃社会長主主義者の人民委員の一部が，ハンガリーへの他民族軍の侵入を正当化させな

いために，タナーチ共和国政府の退陣，社会民主党単独政府の樹立を主張し始めた。この

提案に対する討議の結果， 5月2B，革命政府は現政府存続を決定した10)。同日，中央タ

ナーチは庄間的多数で，タナーチ共和国維持，関争の強{七，戦線への派兵を決議し，動員

を開始した11)0 5月 14日までの 2週間足らずで 44，420人の労働者が志顕し， 戦隷に向か

った 12)0 6 月 18~24 自の反政府蜂起の際にも，中央タナーチは政府にさきがけて「プロレ

タザア独裁訪需のため，あらゆる武器を持って最後まで任務を遂行することjを決議し

メンバーは現場に直接赴いて反政府運動を鎮圧する作業に加わった1九

地域と室接結びついたタナーチの重要課題である，住居問題，食糧供給問題，文化・教

育活動について見てみよう O

1¥-1でも住居問題は困難な課題の一つで五ろった。ハンガリーでは 20世紀初頭からの都市

化現象によって， 1910~1919 年の間にプ夕、、ベシュトの人口は 10 万人以上増加したにもか

かわらずその間 2， 000~3， 000 の建物しか建設されておらず慢性的な住居不足が蓄積して

いた。加えて戦争破壊によって主活不足は深刻なものとなっていた。タナーチ共和届で

は，これらの住居不足を解決する時間も資材も不充分であった。こうした状況の下で，薪

しい住居の建設・!日住居の改善と乎行してタナーチが行なった作業誌，労働者への在居の

配分であったヮ 7月はじめ， :12，410の住居が労働者の家族に配分されたD これによって 9

万人のブダベシュトの在民が住居を得，スラム街問題が部分的に解決された1%在居の配
分は労働者，特に子供の多い労働者に擾先的に行なわれた。住居配分の問題は，不正訪止

のため後にIKタナーチの管理に移されたl~)。

食糧問題に関しては， 背後に食糧地域を持つプダベジュトでは， 10月革命期のロシア，

同時期のウィーンほど事態は深鶏ではなかったっしかし首都への食糧洪給は決して充分な

ものではなかった。すでに首都近郊県，特にドナウ沿岸の諸県，ヴァシュ，ジェー/レ，シ

ヨモジ' ト/ルレナの各県走か￥らブタ

は繰り返し首都の食糧問題tにこついて討論し，近郊県からの食糧輪送の円滑化を計ろうとし

民)MMTVD， VI kδt， A， 303 sZ.， 305-307 old; A Magyar Voros Hadsereg (以下 MVH)1919， 
V alogatott dokumentumok， Bp.， 1959， 4~i SZ.， 152-157 old. 
9) Voros Ujsag， 1919 aprilis 26. 

lO)Kormゑnyzotanacs，601 f.， 1/17 oe.， 1919 majus 2. 
11) Budapest Kozponti M. K. tanacs 50Q-as， 600 f.， 3/2 oe.， 1919 m丞jus2. 
12) Nepszava， 1919 majus 4. 

13) Budapest KozpontI M. K. tanゑcs50Q-as， 600 f.， 3/3 oe叶 1919junIus 24; Voros Ujs勾 1919
junius 26. 

14) Budapest Kδzponti M. K. tanacs 500-as， 600 f.， 3/4 oe.， 1919 julius 3， 8， 11. 
15) Vorδs Ujsゑg，1919 aprilis 9. 

16) Nepszava， 1919 aprilis 15， 24， 29. ジヱーノレからは 2，000頭以上の琢， 150頭の牡牛， 200台分
のじゃが芋， 50台の野菜， 1向千羽の家禽， 4，000個の界が運び込まれた。 Nepszava，1919 aprilis 
24. 
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た17)。地方タナーチの多くは首都への食糧輪送に協力したが，一部の地域，たとえばずア

シュ県りタナーチでは，余剰生産物を都市の食糧供給にまわすかわりにオーストリアに輪

送しそこで高品と交換したIS30

ハンガザ{では都市と地方の対立をさげるため，食糧徴発は最悪の場合まで強制的に義

務づけられることはなかった。中央タナーチの共産主義者たちは，武装した組織労働者の

場けを借りて「ロシア的方法Jで徴発を行なうよう繰り返し要求したが，社会民主主義者
右派のエノレデーイ Erdely M6rを人民委員とする食糧供給人民委員会 Kδzella詰siNep-

bisztossagは強制的徴発を拒否しつづけた19)。食糧問題改善の抜本的対策は行なわれない

まま，首都にはヤミ行商がはびこった。政府および中央タナーチは，首都の食糧必要量を

減少させるため， r資本によって生産しているもの， 何らかの生産労働によって賃金を得
ることを保障しえないもの」を言都から地方へ移住させるよう，また地方タナーチがこれ

らの移住者を受け入れるよう訴えた28hこれは食糧問題解決と同時に，首都の階層の均質
化を図ったものであったが，このことは地方における階級関の矛盾を助長し放置する結果

となった。

中央タナーチでは7月88の会合で，各区に食糧供給管理委員会を設置し委員会のメ

γバーが勤労婦人を中心に編成されるよう提案が出された2130 以後プダベシュトの食糧供

給地区は細分化され，住民は岩住地のみで食糧を購入するシステムとなり，ヤミ売買拭妨

げられた。

文化問題については中央タナーチ文化委員会がこれを執行した。文化委員会は，教育酉

では，革命致府教青人民委員会の仕事を援助し，首都における小・中学校，大学教育の方

針づけ，青年労識者の学校外での教育について，政府の布告を遂行した。また，新開・雑

誌・図書の充実，図書館・資料館・博物語の整錆，音楽・挟画・スポーツの活発色を，革

命政府，区タナーチとの連携によって遂行した22)。

中央タナ{チの議事録を通して特に自につくのは，革命致野のメンバーが次々と中央タ

ナーチの会合に参加して，労働者タナーチの意義，国際主義の重要性，外交致策の現段措，

赤軍の組織化の必要性等を説明し，共同関争を訴えていることである2九これは革命政荷

が中央タナーチを特に重要視していたことを示していると言えよう。

17) Kormanyzotanacs， 601 f.， 1/21， 1919 mゑjus23; Budapest Kozponti M. K. tanacs 500-as， 6∞ 
f.， 3/2 oe.， 1919 majus 24， majus 31. 

18) Parttorteneti IntるzeteArchivum， Belugyi Nepbisztossag， 603 f.， 6/35. ゲァシュ県下の多くの
地域はのちにドイツ人自治匹に移行した。話MTVD，VI kot， B， 819 sz.， 1919 julius 17， 473 old. 
19) Budapest Kozponti M. K. tanacs 500-as， 600 f.， 3/2 oe.， 1919 majus 24， 31. 
20) Voros Ujsag， 1919 j血 ius14，片{台ln凶1

21) Budapest K三δ也zponは凶t“i瓦M.K. tanacs 50Q-as， 600 f.， 3/4 oe 吋 1919 julius 8. 
22) Kormanyzotanacs rende1etei， 1 fuz， XVIII， XXIV， XLVII， LIV sz; U. 0， Kozoktatゑsugy，
1， 5， 6， 8， 9， 10， 11 sz; Budapest Kozponti M. K. tanacs rendeletei， 1919ゑprilis11， 14 sz; 
勾rilis18， 15 sz;年rilis25，エ6sz; majus 2， 17 sz; mゑjus22， 19 sz; julius 4， 26 sz; A 
Magyar Tanacskoztarsasゑg muvelodるspolitikaja，Valogatott rendeletek， dokumentumok， 

cikkek， Bp.， 1959， I-A， 18， 25 sz， I-C， 34， 35， 36 sz， I-D， 47 sz， I-E， 63， sz， I-F， 75， 76 sz， 
I-G， 83， 85 sz， II-A， 87， 91 sz， II-B， 106， 107 sz， II-C， 115 sz， II-D， 118， 119， 122， 125， 132 
sz. 

23) Budapest Kozponti M. K. tanゑcs5oo-as，600 f.， 3/1-3/5 oe， Budapest 豆ozpontiM. K. tanacs 

80-as， 6∞f.， 3/6-3/8 oe. 
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く区タナーチ〉

gタナーチは，革命政府，中央タナーチの方針をうけて，それぞれの毘で大衆の組織化

と兵士の動員を行なうとともに，大衆の教育，福祉，生活改善を直接遂行した。

4月中旬，ルーマニア軍の侵入が明らかになると， 特に在民と直接かかわりを持った区

タナーチで革命の危機が呼ばれ，赤軍の組織化が訴えられているし，懸案の首都の住居問

題についても，まず赤軍兵士の家族に家を与えるよう指示されている弘元また 6月に入る

と，反革命の運動が高まり蜂起がおこるなかで，区タナーチの会合では，区の兵土・労働

者タナーチがイニシアチブをとって，反革命に対して厳しい諒査・追求を行なうよう決議

しているお〉。

しかし軍の数兵，反革命への対処など，重接かつ緊急に大衆を組織すべき課題を除いて

は，区タナーチが政治問題に直接関与することはほとんどなかった。政治，経済問題は，

革命政舟および中央タナーチの課題であり，各区タナーチの課題は，より直接に地域住民

と結びついた地方行設の運営にあったと言える。これは一つには，区タナーチの権利がか

なり制限されていたためで、あった。たとえば区タナーチの自治 auton6mia は，タナーチ

共和国が f官援国家でないがゆえにJ多くを認める必要のないものとされた2のし，反革命

の運動に対して独自に評価を下し逮捕するなどの警察権の行使は評されなかった2730 また

区タナーチは食糧問題についても独自の行動をとることはできなかったmo

一方タナーチ共和国樹立以前からのタナーチ組織の存在がるったために，区タナーチは

ブダベシュト中央タナーチに比べてより活動的，急進的でるった。 IBIK役所事務員組織は

ほとんど追放され，タナーチ選挙後も新社会党のメンパーが若干加わったのみで，タナー

チ共和国樹立以前のタナーチ・メンパーが多くを占めた2230 区タナーチ的活動的，急進的，

自立的な行動と，それを制御しようとする上部タナーチの関孫は，タナーチ共和国樹立以

前の社会民主党とタナーチの関係を思いおこさせる O 区タナーチにおいては，初期のタナ

ーチの自立的，反中央集権的，急進的な性格が変化せず、保たれているといえよう O

区タナーチは，食糧供給，住居配分，建設，学校・地域教育の面できめ細かな政策を遂

行した3030

プダベシュト中央タナーチ，区タナーチは，それぞれ独自の任務を負いつつその課題を

遂行した。中央タナーチは革命政府と密接に連携しながら昌の内政，経済を援拐し，首都

の食糧，住居問題に対処し，勤労者の文化・生活を改善した。区タナーチはより地域に密

着し タナーチの組識性を基礎に， 一定の制i哀を上から加えられながらも， 赤軍の組織
化，反革命の説圧，区住民の生活・文化水準の向上に尽力したので、ある。

次に地方のタナーチ組織を見てみよう。

24) Budapest Keruleti tanacs， 1 Kerulet， 600 f.， 3/9 oe， 1919ゑprilis20， 22. 
25) Budapest Keruleti tan五cs，1 Kerulet， 600 f.， 3/9 oe.， 1919 junius 28. 
26) Budapest Keruleti tanacs， VII Keruleti， 600 f.， 3/15 oe.， 1919 majus 12. 
27) Budapest Kεruleti tauacs， II Kerulet， 600 f.， 3/10 oe.， 1919 junius 6. 
28) Budapest Keruleti tanacs， VI Kerulet， 600 f.， 3/14 oe.， 1919 majus 23. 
29) Hajdu Tibor， Tanacsok Magyarorsz勾on，213 old. 

30) Budapest Keruleti tanacs， X Kerulet， 600 f.， 3/18 oe.， 1919 j品ius25; II Kerulet， 600 f.， 
3/10 oe叶 julius24; III Kerulet， 600 f.， 3/11 oe.， aprilis 18， junius 6; V Kerulet， 600 f.， 3/13 
oe.， majus 20. 
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(2) 県タナーチおよび郡タナーチ

地方タナーチの任務は，それぞれの地域において革命政府の決定・布告を執行すること

であった。しかし地方タナーチは，首都のタナーチに比べてより地方の利害を代表する性

格を持っていた。

地方タナーチの課題は一つには，首都のタナーチと同様，国防，住民の生活改善，文化

・教育の育成，等にあった31)。もう一つの重要な課題として，農業生産の管理・方針づけ

があった。 この問題を担当するため， 6月 15日， 革命政府国民経済会議 N匂gazdasagi

Tanacsは，県タナーチに国民経済地域会議 keruletin毛pgazdasagita凶csを設置する布告

を行なった。国民経済地域会議の任務は，主に生産協同組合 termeloszovetkezet の組織

化であったが，革命致府の国民経済会議の下で，その地域全体の経済問題を管理し執行し

た32)。国民経済地域会議は，国営の工場，農場のみならず，私有の農場，工場における生

産の方針づけ，原料供給，また地方生産物の叙穫，分配，生産手段の使用方針や地方財政

の方針，管理にも関与することができた。国民経済地域会議の設立以降，政治的課題の遂

行，改良，提案は県タナーチの任務，経済公務の専門的作業の遂行，管理は国民経済地域

会議の任務となり，果タナーチ執行委員会はこれに干渉することはできない，とされた初。

このように，地方では特に生産関係を重視していた点が在日される。実際，ハンガリー

の生産諮問組合組織化の運動は.既にタナーチ共和国樹立以前から始まっていた。最も早

かったショモジ県では， 1919年2月に始まり 4完中旬にはほぼ完了しており，フェイェー

ノレ県で、は 4月末に完了した。続いてドナウ沿岸のザラ県， ヴァシュ県， トノレナ県で次々と

生産協同組合が組織され， 5月の後半には終了した34)。 タナーチ共和国政府がロシアとの

違いを自負した所以は，この生産協同組合組織化の異例の早さで三ろった。レーニン以降一

般に批判しつづけられた，ハンガリーにおける土地の「性急なJ社会化も，こうした農村

の現状をみるならば，単に誤ちであったと切り捨てることはできない。

一方郡タナーチについて見れば，郡の行政機構設立の呂的は，一つには，タナーチ体制

が農村に充分機能し，目くばりを可龍にするためで、あり，一つには，農民を信頼し難いが

故に中央から遠ざける意図をもつものであった35) ということは先に述べた。しかしこれ

~~1) たとえばハイドゥ・ピハノレ県の行政機構を見てみると， 全部で、 10委員会に分けられており， それ

ぞれ1.内務委員会， 2.軍事委員会， 3.食糧供給委員会， 4.社会生産委員会， 5.農業委員会，
6.教育委員会. 7. 司法委員会 8.並居委員会 9.労鵠委員会 10.財務委員会となっている。
A Tanacskoztarsasag Hajdu・Biharban，1919， Dokumentumgy立jtemeny，176-177 old. 

32) MMTVD， VI kot， B， 660 sz.， 252-254 old， 1919 junIus 17. 
33) MMTVD， VI kot， B， 660 sz， 253 old. 
34)その他，ショプロン，ベシュト，ヘグェシュ，ノーグラードの各県でもH様に，急速な生産協詞組合の
組織化が進められた。 MMTVD，VI kot， A， 197， 198， 199，224，225，266，449，480 sz; Fδldmunkas 
es Szegeny paraszt mozgalmak Magyarorszagon， 1848-1948， II kot， Bp.， 1962， 591 old. 

35)ロシア革命を体験したク γをはじめとする政府指導部が農民に諮極的であったことを裏づける史料
は多い。一連の農業政策において政府は，岳土地分割ではなく社会化によってのみ貧農を革命化で
きると考えていたo Kormanyz6tanacs， 601 f.， 1/3 oe， 1919 marcius 27. ②農民は我々の方針

を信頼していないと公言しており，それ故に小農 (5'""-'100ホルドの広範囲の農民〉を区別せず「中
立化j しようとした。 MMTVD，VI kot， A， 138 old. なおクンは，党大会における赤軍編成の
訴えに際L.工場プロレタリアートを生産労働の場に残しておくため，より積極的に農民の非軍部
隊を編成するよう訴えている。 Kun'Bela， A Magyar Tanacskoztarsasagrδl，V五logatottbesz記ek
es irasok， Bp，. 1958， 239 old. タナーチ共和国の農業政策について辻 MeszarosKaroly， Az 
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ハシガ、リー革命における出家機構

までのハンガリーに郡の自治 jarasionkormanyzatが存在していなかったことを考恵する

ならば，都タナーチ機構は，地方におし、て大衆参加による自治を生み出し，促進させた最

初の機関3めとして評髄することができょう O

県タナーチ，蔀タナーチはまた，反革命，ルーマニア軍，チェコ軍の侵攻に対する反撃

の組織化，草会裁判所の設量など，大衆を組織，強化していく上で，中間行政機関として

積極的役割を果たした3730

c:り 市タナーチおよび本Jタナーチ

それぞれの村の在民を直接に代表したのは地域のタナーチ helyita凶csok であったO

首都， 都市， 農村を通して， 地域のタナーチの機構は「プロレタリア独裁を実践する基

礎J3S)とされた。市・村タナーチでは，県・郡タナーチ以上に， 地域注民に直接かかわり

を持つ生活・文化水準，福祉の向上にまず任務の重点が置かれた。

これはしばしば，中央に対する市・村の利害を守るという形で表われることになった。

市タナーチ，村タナーチは新しくできた郡タナーチと異なり， IB行政機構をそのまま受け

継いだ所も多かった。ドナウ河北西部の諸県では，タナーチは問機構の影響下にあり，さま

ざまの点でタナーチ接携が円、滑に作用していなかった。 I日体制の封建的諸要素が残存し，

反動的人物がタナーチのメンバーになった地域，ヴァシュ県，ボ/レショド県などの一部で

は，タナーチ・メンパーが活動に参加しなかったり，活動を妨げたりした39)。地域のタナ

ーチ，特に村タナーチは，必ずしもすべてがプロレタリア独裁の地域的権力組織の役割を

果たすものではなかったのであるo

こうした地方で，反政府，反革命の動きが顕著になり，加えて国境を越えて隣国軍が侵

入してくる状況の中で，革命政府は当初の「地方自治」を大きく制課せざるを得ないこと

となった。地方タナーチは「完全な自治」を要求したが政府止これを許さなかった。政府

の理論は， 1自治jは無政府主義的なものであり， 官僚主義を誹捺している以上， 自治の

ために問う必要はない，というものであった49h

市・村タナーチにおけるもう一つの重要課題は，県・都タナーチと同様，地方における

生産の方向づけと管理，社会化の確立であった。ここでは，経済機構の組織化，農業・商

業・小工業の計画化， 食糧管理， 輪送等の問題が検討された4九地方の都市および農村

oszirozsas forradalom es a Tanacskoztarsasag parasztpolitikaja， Bp.， 1966; Szemere Vera， 
Az agrarkerdes， 1918-1919-ben， Bp.， 1963.を参照。

36) MT， Vln kot， 241 old. 

:37) V alogatott dokumentumok Csongrad megye munkasmozgalmanak 信託enetebol，254 sz， 405 

407 old， 256 sz， 408-410 old， 27:2 sz， 433-434 olel. 
:m) Kormanyzotanacs rendeletei， 1 fuz.， XXVI sz， A Magyarorszagi Tanacskδztarsasag ldeiglenes 
Alkotmanya， 3 S， 33 old. 

~~9) MMTVD， VI kot， A 167 sz.， 165 eld; Ki a jδvonek vet magot.一， 11 old. こう Lた地域で
は反-"r':命の影響が大きく， ~Iyl~命政府の会議でも操り返し論議されて L、る。 Kormanyzotanacs，601 

f.， 1/22 oe， 1919 majus 30， XXlIIsz; 601 f.， 1/23 oe， junius 4， XXIV sz. 
40) Budapest Keruleti tanacs， 600 f.， 3/15 oe.， 1919 majus 12.地方自治の問題は国境，周辺では民扶
の問題とも関連してくる。タナーチ共和国憲法は，地豆によっては民族タナーチの形成と独立の行
設を認めたが， これをタナーチ連邦共和国の一部と L，完全な自治は認めなかった。 MMTVD，
VI kot， B， 638 sz， 222 old. 

41) MMTVD， VI kot， A， 434 sz， 484-485 old; 443 sz， 500 old; A Tanacskoztarsasag Hajζlu-
Biharban， Dokumentum gylijtemeny， 241 sz， 243 5Z， 284-286 old. 
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は，国全体のエネノレギー源で、あり，食糧庫であった。市・村タナーチの運営は，国の内政

に亘接影響を与える問題であったのである。

しかし上述したように，市・村タナーチが地域の利害を代表するとし、う性搭を持ってい

たため，ここでも個々の地域のタナーチが自分の地域の利益を国の利益に擾先させようと

する行為はかなり頻繁に起こった。し、くつかのタナーチが村から都市へ食糧品を持ち出す

ことに抵抗を示したことに対し，政府の食糧供給人民委員会は地方県タナーチとともに数

発行動に出ざるをえなかった。ヴアジュ県では県に集められた 350台分の穀物のうち，

180台がプダベシュトに送られ， その他の生産物の大部分も徴発された42)。一方，農産物

をプダベシュトでなくオーストワアに送るようえE行為を防ぐために，都市と農村の生産物

交換が実施された4九各地域の現状の差異を考麗しない土地の社会化や性急な農業政策

は，一部の村タナーチの反発を招き，農村が反革命の温床となる素地を築いた叫が，農民

の生活環境はタナーチ共和国下でかなり改善された的。

地域のタナーチは，隣国の侵入，反政府活動の鎮圧のために軍隊を組織するなどの点で

は積極的に革命政府の立場に立った。セーケシュフェへーノレヴアールで、は，ポガーニ軍事

司令官の呼びかけを受けて， 1自で赤軍義勇兵の数試 1，500入となった。 またミシュコノレ

ツ，ディオーシュジェーノレで、も赤軍の組織化が急速にすすめられ， 5月の終わりには 4，000

人の労働者が軍援に入隊した。ナジヴァーラド，デプレツェンその他の地域でも，市・村

タナーチの指導によって成功裏に赤軍徴兵がすすめられた4%こうした赤軍への積極的入

援誌，タナーチ国家への忠誠，プロレタリア意識と室接結びつくというよりも，危機に瀕

している自国を守ろうとする強烈な愛国心からくるものであった。労働者・農民の大量な

自発的入隊があった地域はし、ずれも，ノレーマニア軍，チェコ軍による攻撃から産接の脅威

と影響を受けた地域であり， ミシュコノレツの場合は 5月のチェコ軍との攻防戦およびそ

の欝利と新たな赤軍の北部進撃の詩期に一致している。このことは赤軍が担菌訪衛軍とし

ての性格を持っていたことを示している。

反致府の大規模な武装蜂起に対しては，タナーチは国あるいは県レベルの指令によって

これを鎮圧したが，その他の場合には個々のタナーチが反政府活動に対処した。エステル

ゴム，ショプロンの市タナーチは，それぞれ自力で反革命政府の蜂起を鎮圧した4η。それ

設反政宥グループも蜂起の擦には必ず地域のタナーチを攻撃した。カロチャでは蜂起の際

42) MMTVD， VI kot， A， 450 sz， 506 old. 

43) Voros Ujsag，政19majus 31. 

44)反革命の組識者，参加者自体は， I日体制の支配階層，軍人，聖職者であったが，その主な組議場所

が〈ウィー γ，セゲドを除くと)， J-'"ナウ泊岸の農村地域とそれを取り巻く地域，セーケシュフェヘ

ールヴアール，ソ γバトヘイ，ジョプロン，グェスプレームにある(L.Nagy Zsuzsa， Forradalom 

es ellenforradalom a Dunantulon， 81-85 old.) ことからも，農民が反革命の運動を積極的に許

容していたことがうかがえる。

45)たとえば日雇い男性労欝者の賃金が， 15'"'-'20コロナだったものが，男性25---....30コロナ，女性20---....

25コロナになり，貧農に対しては収獲物からの受け取り分がひき上げられた。また土地なし農民に

は放牧の可能性も保障された。 Foldesmunkases Szeg台lyparasztmozgalmak担agyarorszagon，
1848-1948，II kot， 600-604 old. 

46) MMTVD， VI kot， A， 461 sz， 512-513 old; 447 sz， 535 old; 544 sz， 633 old; MVH， 25 sz， 

122-123 old; 44 sz， 158-160 old; 60 sz， 186-187 old; 68 sz， 190-198 old. 
47) MMTVD， VI kot， A， 481 SZ， 538 old; 563 SZ， 650-651 old. 
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ハンガリー革命における国家機講

タナーチ・メ γパーが捕えられた。ゲムシェドでは反政府活動家によってタナーチ議長が

殺された紛

以上のように，市・村タナーチは地域の性格をそのまま代表しており，故に地域ごとに

タナーチの性格は異なっていた。地方の自覚は高く，自治がかなり浸透しており，中央政

府の指令は全国を覆い得てはいなかった。政府はこれに，高品交換，徴発など，壊柔と強

制をもって対応した。赤軍徴兵・反革命への反撃など，地域の利害に合致する痕り，大半

のタナーチは致野に忠実であった。ハンガリーの地方タナーチおよび地方住民と政府との

寧擦は，単に地方に反革命が存在していた，農民が反革命を「支持」した，地方タナーチ

がタナーチ政権に批判的であった故で、はなく，地方の利害意識，自治意識が鮮明であった

故であったのである。

(4) 議場タナーチ

これまで見てきた地域別に組識されたタナーチとは別に，タナーチ機構には職場ごとの

タナーチが存在していた。既にタナーチ共和国樹立以前に，自発的?こ影成された労働者タ

ナーチは工場・職場を占拠し，自主的に運営を初めていた。こうした自主的な職場の労働

者タナーチの形成を基礎に，タナーチ政権樹立以降，ほとんどあらゆる工場・職場で労働

者タナーチが形成され運営権を握っていった。

3克 26日， むしろ下からの運動に対処する形で，革命政府は， r生産手段を勤労者の社
会所有に務し生産を組織し増加させるために， 3月22日現在で従業員 20人以上の全工場，

拡山，交通機関を共同所有に移し，これを全プロレタリアートの指導，つまり職場の労働

者の管理の下に置くこと」を布告した4230 革命政府の社会生産人民委員の一人であったヘ

ヴェシ HevesiGyula が f赤色新開Jで述べているように， r既に革命政府布告第 9号が
出された時には，職場の圧倒的多数が労識者タナーチの指導の下にあった。それ故奉告後

はただ， 労働者の管理を命じられた統一的な形態へ修正することのみが必要であったJ50)

のでるる。

布告は，職場の労働者タナーチについて次のように規定しているo 1).共同所有に移行

された職場は，政府社会生産人民委員会によって指名された生産委員が指導する。生産委

員は当該の職場においてプロレタザアート全体の代表者となる。 2).職場において労働者

は労働者管理タナーチ ellenorzomunkastanacsを選出する。労働者管理タナーチは，労働

者数が 100名以下の所では 3名， 100名以上の所で誌 5名， 500名以上の所では最高 6名の

メンバーによって形成されるO 選挙権および被選挙権は， 職場で働く 18歳以上のあらゆ

る労働者，婦人労働者に与えられるo 事務員も労働者とみなされるo 3).労働者管理タナ

ーチの課題は，プロレタザアートの労観提律を確立し，勤労者人民の所有物を訪衝し生

産労働を管理することである。 4).労動者管理タナーチと生産委員との間に何らかの問題

について意見の違いが生じた場合は，労働者タナーチは自ら決定する権利はないが，社会

48) Voros Ujsゑg，1919勾rilis24， junius 27. 

49) Kormanyzδtanacs rendeletei， 1 f註z.，IX sz， 9 old. 何人以上の工場を社会化するかの問題につ
いてはいくつかの意見が出されていた。 i日社会民主党指導部の多くは 50~100 人以上の工場の社会

化を要求した。 ヘヴェジは 10人以上の全工場の社会化を主張した。結局，タナーチ権力樹立以前

の労働者タナーチによる工場の社会化の状況などを総合し， 20人以上の工場の社会化を決定Lた。
50) V針。sUjsag， 1919匂rilis19. 
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生産人民委員会に申し立てることができる。委員会は申し立てについて緊急に調査し，可

能な痕り阜く決定を行なわなければならなし、。決定を待つ間， 生産委員は規期を遵守す

る5130

従業員の少ない職場について誌， 次のことが決定されたo 1).労楊者タナーチは， 3人

以上の従業員がし、る職場で選出される。そこでは生産委員は指名されず，所有者と労働者

タナーチの代表が共同して職場を指導するo 2).従業員が3人以下の職場では労働組合代

表がタナーチを兼任する問。

こうして各職場で労働者管理タナーチが選出された。労働者管理タナーチの主な課題

は. 1).職場の方針を管理・指導する。 2).労働規律を確立するo 3).労欝者の生活，労

働環境について配意する。 4).赤軍の組識fとおよび工場労働者の歩兵大歓の組織化，等で
あった53)。

このように，社会・文化生活に中心を置く地域タナーチに対し職場の労傷者タナーチ

は国の工業生産部門に責任を持ち，労働者が自発的に生産を管理・指導する活動を促進さ

せた。タナーチ・メ γパーは彼らを選出した労働者に重義依拠していたので、験場労働者が

受け入れ難い命令の遂行は困難であった。

しかし職場の労動者タナーチには問題点も存在していたO 一つは，戦争で疲弊したハン

ガザーにおいてタナーチの管理に移された工場，職場では，充分に生産が行ないえなかっ

たことであった。これは敗戦による経済の破綻，原料の欠乏，労働者の未熟練，工場およ

びその設備の破損等が原因であった。もう一つは，労働者自身の管理能力の欠加の問題で

あった。一部の職場ではIB管理者やIB所脊者が生産委員や労楊者管理タナーチのメンバー

として留ったため，そうした職場で、はタナーチが形式的にしか機能しなかった5430 これは

特に農村の職場で多く，これによって労動者の自主的生産・管理は妨げられた。 18機替が

そのまま温存されたので、ある。また工場で、タナーチが中心となって生産の管理・運営を行

なったことは，労働組合の存在意義を暖味にし，労働組合がタナーチ政権から離反する結

果を招いた問。

以上，タナーチ機構の運営，その課題と活動について考察した。ここで明らかになった

のは，各タナーチは，第一義的に地域の住民の生活環境改善，文化・教育・福祉の向上な

ど社会的機能を持つものであったことである。概して首都のタナーチは地方のタナーチに

比べ急進的であり，より革命政府と結びついていた。タナーチは官僚機構を否定し，自主

性と自治を主張した。これは地方のタナーチにおいては地方の利害を代表するという形で

51) Kormanyzotanゑcsrendeletei， 1 fuz.， IX sz， 9-10 old， 1919 marcius 26. 

52) Tan丞cskoztゑrsasag，1919ゑprilis13. 
53) 瓦ormanyzota工法csrendeletei， 1 fuz.， IX sz， 9-10 old. 

54) Varga Jenる， A proletむdiktaturagazdasゑgpolitikaja，V alogatott Irasok 1912-1922， Bp.， 1976， 
259 old. 

55)タナーチ共和国顛における労動組合については A magyar szakszervezetek a T anacskoztむsa-

sagban. Bp.. 1970，特にその中の論文.Kende Janos， Szakszervezeti vita a Tanacskoztarsasagban， 

28-4001d. を参照。 Kendev，こよれば，タナーチ共和国樹立によって労組は致治的方針づけを党に

譲った。労組には経済的管理・方針づけが残されたが，これは完全にタナーチと抵触した。自らの

存在理由の喪失のため，労組は反タナーチとなれ労組政権の樹立を欲したのである。〈労組の問

題については，今後，より掘り下げて検討したいJ
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現れた。赤軍の組織化と戦謀への出兵，反革命との闘いと L、う政治的レベルでは，全タナ

ーチは革命政時と協力し穫極的な役割を果たしたが，この行為も自主性を守ることに抵触

していない。地方のタナーチ，職場の労働者タナーチは，工場・鉱山および農村における

生産の社会化と自主的管理を行なう機能を有したO これはタナーチ共和国以前の土地の社

会化と生産協同組合設立の運動，工場の占処と社会化・自主管理の運動に依拠して急速に

誰し進められた。ここで気づくのは，運動の発展が均一ではないため，政府の布告や指令

が全国的に執行されると， 2、進的ではなかった地域，特に良村では，農民の反発をかった
り.自主管理の政策が充分効力を発揮しなかったことである。こうして，ある地域ではむ

Lろ苧命政府による追認という形をとソた土地・工場の社会化が，他の地域では反発をお

き，職場タナーチは!B管理者と同ーという結果をも生み出したのであるつ

しかし全体から見て，タナーチ組織は自発的・岳主的なものであった。タナーチ組識は

地域ごとの程度の差はあれ，中央から統制された機関と誌なり得なかった。それは赤軍の

組織北に見られるように.愛国主義的ではあったが必ずしも一貫した社会主義的性格をも

つものではなかった。それではハンガリーの社会主義政党はタナーチ共和国とどうかかわ

っていたのだろうか。これについて検討するため，最後に党とタナーチの関係を考察し，

タナーチ機構の行:組を整理したい。

V 章 タナーチと合同社会党

ここではまず社会民主党と共産党の合同の意味を検討し次いでそうした合同党とタナ

ーチの組織関係を考察したい。

(lJ 社会民主党と共産党の合同はいかなる意味を持っていたのだろうか。 1918年 11月
24 Bに形成されて 4ヶ月余りの共産党メンパーの約半数はi自社会民主主義者左派であっ

たので，両党の合同は不自然、な出来事ではなL、。しかしその評価は詩と共に変化した。タ

ナーチ共和国成立期には，合同は，クン，クンフィ，ル夕、、シュ RudasLasz16によって繰

り返し評価され，強調されてきた1)0 rt'でもクンは合同を高く評価し，合同直後の『赤色
新開』で，社会民主党は民主主義的手段では自らの目的を果たせないと考えた結果，共産

党の原買U2)を受け入れ，合同したので‘ある，と記している九 クンはi日社会民主党左派で

あり， ロシアからの帰国後，社会民主党中央委員にむけても共産党設立を訴えた人物で、あ

るので， ;)月 27日tこは. Iもし4ヶ月前に社会民主党内に統一革命行動をおこす可能性が

あり，その過程で統一行動を妨げる思想的妨害や理論的差異がなければ我々は!日社会民主

党を分裂さぜることなく喜んで共同行動を行なったで、あろうりのとさえ述べている。こ

うした視点はタナーチ共和国末期の社会民主党の「裏切りJ-社会民主党単独政権構想、の

ための画策と実現ーによって大きく変化するo タナーチ共和国崩壊後の 1919年 12月 21

1) Nepszava， 1919 marcius 27， 30; Voros Ujsag， 1919 marcius 2~3， 28; 1¥1担TVD，VI kot， B， 
664 sz， 257 old， 1919 junius 15. 
2)全権力をプロレタリアートの子に，ソロレタりアートの武装と/ルジョアジーの武装解除，労1勤者
の軍隊の組織化，権力は労・兵・農タナーチヵ;執1jする1:地は分配せず共同化する，工場・鉱山・

恕行・鉄道郵送手段の社会f仁教会と国家の部時の分離。 LevelBolgむ Ignachoz，1919 mむじIUS
11， Kun Bela， Valogatott irasok es beseclek， Bp.， 1966， 1 kot， 192-194 olcl. 

3) VorosむJSゑg，1919 maτClω2:1. 
4) Nepszava， 1919 maτcius 27. 
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自，クンは既に「裏切り者社会主義者Jと題して「非革命的な社会民主党となぜ連合を結

んだかj と自問し，共産党が小さく一党では課題を遂行することができなかったからだと

自己弁護している九ハンガリーでの社会民主党の「裏切りj が， レーニンの「共産主義

インタナショナノレ加入条件 21ケ条jに志れではならない教訓として指摘され， 第三イン

タナショナノレは「改良主義および Z中央深』の政策と完全に絶対的に絶議する必要があるj

と強調される 6)根拠となったことは罵知のとおりである。こうして南大戦間期を通して否

定され続けた 2党の合同は，人民民主主義致権確立後をへて， コミンフォノレム設立以降の

東歌のソ連化一社会民主党と共産党の新たな合同を前に，党指導者によって「反革命から

の冨の防衛と革命の達成のためJ必要であったと政策的に再び評価.される 730 しかしこれ

も一時的であった。社会民主党と共産党との合同が達成されると，再びノレダシュによっ

て，合同は大衆の離反を防ごうとした社会民主党を利するものであり，政治的にも思想的

にも，組織的にさえ，真の合同は存在しなかった，共産党は合同によって薪党で独立した

影響力を持ち得なかっため，と否定されたので、ある。この額向は 50年代後半まで続いた。

タナーチ共和国研究第一人者のハイドクも， 1958年には，合同は共産党を組織的に社会民

主党に解治するものであっためと述べている。しかしハイドクは 1969年には， 2党の合同

は種々の限界や妥協があったにせよ，プロレタリア革命の発展と勝利のために必要な措置

であった 1めと述べているO 現在のハンガリ一史学では 1919年革命の評植に関してはこの

69年の到達点が踏襲されていると言える。

実際ハンガリーの共産主義者は，種々の点で社会民主主義者に妥協的であった。しかし

なぜ妥協しなければならなかったのか。そのことを明らかにする一つが党名に関する問題

である。ハンガリー共産党と社会民主党は合同に際して，共産主義イ γ タナショナノレの命

名があるまでとL、う条件で1ペ「ハ γガリ一社会党Jという名を採択した。 この名前につ

いて共産党内部では当初きして問題が生じた記録はなく， そればかりか 3月26日には共

産党組織を解散し新社会党へ移行する決議を行なっている 1230 しかしコミンテノレン執行

委員会はハ γガリ一社会党の名に不満を示し， ハソガザーの党は「ロシア革命に続いて 2

番目にプロレタリア独裁を形成し国家権力を掌握したという(国際労働運動において)最

も高い責任を負っているJが故に，絶対に共産党と命名しなければならない，と繰り返し

要請している 2230

これに対してノレダシュは 4月 13B付プラウダに「ハンガリ一社会党」という論文を
載せ，モスクワは共産党の名を要求しているが，異なった社会環境の国には異なった革命

5) Kun Bる1a，A Magyar Tanacskoztarsas丞g，1919 deccmber 21， 306 o1d. 
6) IFレーニン全集』第 31巻， 200， 202頁。

7) Andics Erzsめet，Demokr紅白色 szocializmus 1918-1919-ben， Tarsadalmi Szemle， 1947 
december. 

8)まudasLゑszlo，Elmelet es Gyakor lat， usszegyujtott tanulmanyok， Bp.， 1950， 109 old. 
9)豆ajduTibor， Tanacsok Magyarorszagon， 186 old. 

10) Hajdu-， A Magyar Tanacskoztarsasag， 35 old; Hajdu， Az 1918 oktoberi polgari demokratikus 
forrdalom， 28 old. 
11) Dokumentumok a Magyar Parttortぬetitanulmanyozゑsahoz，II kot， 63 sz， 1919 marcius 21， 
120 old. 
12) Vorosむjsag，1919 marcius 28. 
13)悶MTVD，VI kot， A， 13 sz， 16-17 old， 359 sz， 372-373 old. 
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ハシガジー革命における民家機構

の道がある，と述べて茨論している。ノレダシュは，ハンガワーでは労組が強く労働者は労

組，社会民主党右派の下にあり，その影響力を過少評植することはできない，と指摘して

いる 14)。

6月12日， 13日に開かれる党大会にむけて再びコミンテノレンが党名を共産党と改める

よう要請した電報15)Vこ関して，ルダシュは，次のように説明している 0 3月21日当時，社

会民主党は共産党=ポリシェヴィキの綱領を受け入れ，統一の基礎に共産党の理論を震い

た。我々はただ外的な小さな問題〔名称〕のみを受け入れなかったにすぎない，とっ続け旬

て彼は，新社会党にむけては，既に本質は取り入れているのだから形式も取り入れようで

はないか，と共産党の名称を採択するよう呼びかけている 1830

Lかし党大会では社会民主主義者の力の大きさが改めて確認された。クンブパヱ 1S FJ 

の演説で，党名を変更する理由はないと拒否した。クンフィは次のように述べる O ロシア

では共産主義者は社会民主主義者に対してき設しい闘争をしてきたが，ハンガワーで立 2党

は合同したのであるから党名を特別に社会民主党から区別する必要はなL、。我々はロシア

とは別の諸関係，別の経済的，政治的，文化的発展の中に生きている。マルクス主義の本

実は，同じ形態、を繰り返すことではなく，我々の関係，我々の労働運動にその方法を正し

く適用することで忘る 1730 クンフィの演説は溝場の拍手と共惑をあびている C 結局§月 1~

B， 13 Bの党大会でも共産党への党名変更はならず， 党は「社会主義・共産主義労働者
党j としづ妥協的名称を採用するのである 1830

共産主義者がこのように社会民主主義者に妥協せざるをえなかったのは，ルダシムク

ンフィによって指摘されているように，ハンガリーの現状からくるものであった。ハンガ

リーの労働運動においては労組の伝統が強く 19入社会民主党が労組を基盤として労働者の

14) DpaB.lJ.a， 13 arrpeJI冗， 1919. 

15) Nepszava， 1919 junius 13. 

16) Vδrosむjsag，1919 j加 Ius13. 
17) Pゑrttort台letiIntezete Aτchivum， Part Kongresszus. 608 f.， 1/1 oe. 1919 j台nius12. 
18) MMTVD， VI kδt， B， 623 sz， 42 old. 
19)ハンガリーにおける労組メンパー数の変造
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羽場久亮子

間に入り込んでいた。共産主義者は首都では労働者タナーチ，兵士タナーチにかなりの組

織的影響力を持っていためが，地方において大衆の基盤を持とうとする限り，労組を握っ

ている社会民主主義者右派を無視しえなかったので、ある。一方，両党はともに農村にはほ

とんど組織を持っていなかった。こうした状況の下で、の党とタナーチの関係はどのような

ものであったのだろうか。

(2J 不一致点を残したままの 2党の合同を基礎としたタナーチ共和国の樹立は，国家機

構におけるタナーチと党との関係をも援味なままに留めた。クンが常に強調した，党は労

働者タナーチの上に立つので、はない，労{動者タナーチが階級全体を代表する，党は労働者

タナーチの資本主義に対する関し、を理論的に方向づけ規律を確立するのみである，という

理論21)は，党が事実上タナーチを指導することを控えさせた。これは，当時のクンがタナ

ーチを革命の主体ととらえていたためで、あるとともに，党よりもタナーチに左派・共産主

義者の影響力が強かったため， クンが党の指導力の介入を望まなかったと考えられる。ま

た実際，党はタナーチを指導するだけの力を持たなかった。一つには党内の対立，いま一

つには下部の党組織の中央党組織からの離反が原国であった。地方，特に農村の党は組織

としてほとんど機能していなかった。確かに共産党はその形成以降短期間で， 首都の甫

民，兵士や，首都近郊たとえばショモジ県の農討の貧農層に支持を拡げていったが，これ

らの層は未だ充分に組識されていなかった。そしてこれらの層から共産党が形成される直

前，あるいは形成されてまもなく，新社会党が中央に形成され，共産党組織は新党，いわ

ば18社会民主党組織に吸収されていったので、ある。一般に農村の党組織は事実上タナーチ

に震がわりされ，独自の機構もなく活動もほとんど行なっていなかった。多くの農村の党

組織は唯一タナーチを通して，中央の党の方針を遂行したので、あった。反革命に対する闘

争など，本来党に属すべき政治活動がもっぱらタナーチにおいて遂行された2幻。元来党の

組織基盤が強弱なあるいはほとんど存在しなかった農村地域で、は，党活動は村タナーチの

活動に併合され，急進的・活動的な農民の後から党員が続く形となった。こうして外交・

内政の立案は革命政府および SZKIB が行ない，執行はタナーチ機関が行なうという，

事実上のタナーチ国家体制が形式的には可能となったので、あるO しかし考察してきたよう

に，地域のタナーチほ一般に赤軍の組織化と反革命への対処以外はほとんど政治活動を行

なわず， (あるいは自治の制限から行なえず)，個々の問題では地方の利害を優先させて中

央集権化を拒んだため，地方の政治支記は全く不充分であった。このことが地方で反政府

勢力が成長することを容認したので、あった。

党とタナーチとの関孫における党の弱さは，組織基盤を持たない共産主義者の立場を弱

めた。タナーチ政権樹立後の最初の数週間，政治的主導権は共産主義者の側にあったが，

4月中旬のノレーマニア軍・チェコ軍の侵入開始後， 共産主義者は政権および、赤軍の分裂を

20) プダベシュト区タナーチでは共産主義者の影響力が強かったが，地方，特にフェイエール県，ウ'ェ

スプレーム呆，ショモジ県では社会民主主義者の影響が大きかった。 KirschnerBela， A Pむta 

Tanacskδd五rsasagban，A Magyar Tanacskoztむsas勾 60るvforduloja，Bp.， 1980， 212， 219 old. 

21)党統領に関するクンの講演。 Nepszava，1919 mゑjus13. 
22)たとえばノーグラード県およびジヤルゴータリャーン郡のタナーチの反革命に対する活動。

V alogatott dokumentumok es adatok Nogr記 megyemunkasmozgalrr詰naktδrtenetめol，1918-

1919， Salgotar jむ1，1975， 148 sz， 258 old， 149 SZ， 259 old. 
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恐れて社会民主主義者の方針に妥協を重ねたの左派社会民主主義者は合同の推進者として

政府を守ろうとしたが， 初期の段階ではプロレタリア独裁を支持していたクンフム ベ

ームら時徐々に共和国維持に懐疑的になり始めた2九右派の労組指導部ベイエノレ Peyer

Karoly，ベイドノレ PeidlGyula らは 5月半ばごろからタナーチ政権に対する不満を強め，

lf人弐の戸』紙f二で共産主義者批判を開始した24h ペイエノLはブ夕、、ベシュト滞在のイギリ

ス使節に，労組指導部はプロレタリア独裁には参加しておらず，民主的労組政府を形成し

たし、旨を{云えている缶、ブダベシュト赤軍司令官となった右派社会民主主義者ハウブリッ

に HauhrichJ6zsef は 7月に法公然とタナーチ政権批判を開始 L2円赤軍兵士の間にも

右派の影響が広がっていった。党内でのお派のJ台頭は，労働組合，赤軍兵~L:等組織された

大衆の間に影響を持ったことに帰国するが，その政権の短命さ (1919.ぷ.1-4) は，結見右

派もタナーチ共和国への不満を組織しきれなかったことを示している。

ハンガリーにおける 2党の合同は，平和革命を保障した。合同は，当初は妥協ではなく

コミンテノレンの批判にもかかわらず，震極的評価をテえられた。しかし徐々に 2党の対立

が深まったのは，理論的差異というよりも現実政策との関連一社会民主主義者と労組の関

述の深さと，政荷tこ対する労組の不満，共戸主主義者の大衆的基盤のなさとロシアへの訣存

であったっこうした対立と官僚主義の否定がタナーチの自主性を促進した。また地方に

おける党組織，政治組織の欠如は. ~ 11央への地方の結合力を弱め，li政府勢力の拾頑を容

易にしたのであるの

結び

以 i二， 1919年のハンガリ一社会主義体制におけるタナーチ機構について，具体的事実に

即して検討してきたっ

ここで明らかになった点をまとめると，次のことが三えると思うの

ハンガリーにおいてタナーチは，最初，社会民主党や労組指導部の記健さ・保守性に対

して， より急進的に，自ら工場・土地を占拠して共同化する，また地方の行政権を掌握し

ていく.という，自力による権力獲得をめざす運動体であった。民主主義革命以降，タナ

ーチは，政府および社会民主党指導部の下に組み込まれて一時隠健化したが，政府危機の

~ l'で，兵土タナーチを中心として再び権力の掌握をめざす運動として盛り上がったの

タナーチ共和国樹立以降，社会民主党と共産党の合同によって形成された革命政府は，

こうしたタナーチの役裂を重視し，タナーチ全員大会で形成された SZKIB を国家の最

高機関としつつタナーチ国家機構を囲めたの

タナーチ共和国では，各タナーチは，地域において，勤労者の生活水準の向上，文化・

教育・福祉の充実などに力を注いだ。赤軍の組織化や反革命に対する訪衛を含めて，タナ

2:1) グンブィは特に，自立Lた社会主義政絡fの設立を望み，ベームiヱオーストリア社会長主主義政特fと

の提携によって出試に/会認されることを望んだ。:rvll¥ITVD，VI kot， B， 22-23 olcJ; ¥Villw!m 
Bぬm，1m Kreuzfeuer zweier Revolutionen， 55. 497-49メ.

24) Nepszava， 1919 majus. 
25) MMTVD， VI kot， A， 525 SZ， 564-565 01<1. 8 J丹11 r口1に7拶i該王成さJれ工た労j奈組1れl政煎荊.-で己日;

相に，ベイエルは内務大r:(になった。 VorosUjsag， 1919 augusztus :~. 
2()) M主/JTVD，VI kot， B， 79バ日z，;J:m old; 799 SZ， 4:.n-Æ~2 01<1. 
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ーチは地域住民の利害と結びつく問題には讃極的に関与し，対処したo こうして，各地域

のタナーチ機構が，実質的に，在民の生活と利益に立脚したタナーチ共和国を支えたので、

あるO

しかし，選出されたタナーチ・メ γパーは，必ずしも労・兵・農タナーチで島ったわけ

ではなかった。タナーチ機構には，ハンガリーの歴史的条件や運動の性格に規定された，

さまざまの問題点も存在していt.::.o 当時のハンガリーにおいては，労働運動における労組

の彰響力・基盤の強さ，農村に残る封建的性格，地方の社会主義組織の脆弱さあるい誌欠

如，などの問題があり，こうした諸問題が，移正主義的伝統を持ち，オーストロ・マルク

ス主義の影響を受けた1)ハンガリ一社会民主党の性格と栢まって， 2党の合同，平和革命，

社会民主党に対する共産党の妥協，党規律の弱さなど，ハンガリー・タナーチ共和国独自

の特徴を示すことを余議なくさせたので、ある。

農村におけるタナーチ組織・党組織の弱さ，社会民主主義者と共産主義者の戦術の最終

的な不一致，労組とタナーチを対立させたこと，官僚主義を否定しつつ自治を充分に保障

しきれなかったこと，などは，結果的に，中央と地方の両方において，タナーチ共和国を

内側から崩す要因となった。

このようなハンガリーの歴史的問題や社会運動における独自の性格に規定されながら

も，タナーチは，少なくともその方向性としては，ハンガリー民衆の手による，自立的・

自主的な政治・経済・社会システムを作り上げようとした組織で島り，ハンガヲ一史上に

おいて，ハンガリーの民衆自らが，それぞれの地域・経済基盤を基礎に自らの権力を獲得

しようとした運動誌で、あった。民意を反映しない政権に対し，ハ γガリーで繰り返しタナ

ーチ組織が形成されるのはこうしたタナーチの性務によると考えられる。

(1982年 3月説稿)

The Administrative System in the Hungarian Revolution 

一一theStructure of the Councils' Power in 1919一一

Kumiko HABA 

Introduction 

工 TheFormation of the Counci1s and their early activity 

II. The Government Council and the Allied Central Executive Committee 

111. The National Councils Election 

IV. The Administration of the Councils 

V. The Councils and the joint Socialist Party 

Conclusion 

This article investigates the Hungarian administrative system in 1919， that is， 

。TiborHajdu， The Hungarian Sovief Retublic， Bp.， 1979， p. 8; Peter Kenez， Coalition 
Politics，。ρ.cit， p. 64. 
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the function and the activity of the Councils' power in the Hungarian Councils' 

Republic. Through this work， it intends to throw light upon the五rstSocialist system 

in Eastern Europe in the early 20th century， in which Eastern European people groped 

for a way to have socialismお theirown country. The work seeks to clarify the 

characteristics of the Hungarian Revolution. Simultaneollsly it means to attempt to 

connect that period with the history before and after， which the scholarship has always 

treated as the cut-off age in Hungarian History. 

At五r5tit shows the historiography of scholarship abollt the Hungaτian Revollltions， 

and the Councils. The researches on the Hungarian 支evolutions in 1918-1919 

started just after the break-down of the Revolutions， but those had been very ideologi-

cal， or self-justifying， not scienti五c. (As to "The Historiography of the Hungarian 

Revolutions"， see my other article in Study 01 International Relations， 1980， Supplement 

II， pp. 51-72.) Attempts to be objective and synthetic started only after the 19608， 

when the Hungarian social situation and the Hungarian Academical situation changed. 

Soholars began to research the history of the country-side， the， so called， anti-

revolutionary movement ancl the agrarian movement， which had not been researcheJ 

enough， and to compile and publish the documents. As a summing-up of the 

scholarship in the 1960s， we can see the 50th anniversary of the Hungarian Councils' 

Republic in 1970 and two books by Tibor Hajdu， (The Hungarian Soviet Rejうublic，

1969; The Hungarian Bour geois Democratic Revolution in 1918， 1968.) as good 

examples. As to the scholarship concerning the Councils， very few articles treat the 

Councils' power itseH， in spite of the fact that the Councils are always considered tυ 

be at the core of the Hungarian Revolutions. Hajdu wrote the hook， The Soviets 

in Hungary in 1958， but as to this book even he could not get rid of some problems， 

for example， the underestimating of the Social-Democratic Party or the overestimating 

of the the influence of the Russian Revolution. These problems are not seen in his 

two hooks in 1968 and 1969. 

Actually， however， the Councils have profound roots in Hungarian History. 

vVhen the formation of the Councils was declared for the first time in the Labour 

Movement of 1918， it meant an autonomous， self-governmental system originated in 

both the Russian Soviet and the Paris Commune， which were considered to be the 

same system at that time. The Council meant the self-administration or at least the 

participation in power by the masses. 1 t can be regarded as the successor to the 

thought of Pilvax circle by Sandor Petofi in 1848， which intended to change the 

society to one based on the power of the masses. Between and after the wars and 

when Hungary became a Socialist Country again， the spirit of the Council remained， 

and remerged several times. Each time the people demanded real participation in 

power themselves under the system of the councils. Now “the Councils" means the 

regional administrative system in Hungary. The real Council was meant， however， 
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not as the fixed power system， but as the organization through which the masses 

could participate in sharing power. so it is very important to examine， what role 
the Counci1s played and how they worked in the五rstHungarian Socialist Governmental 
System. 1n addition， this article will reexamine the characteristics of the Hungarian 

Revolutions through the movement of the Councils and the masses. The characteri-

zation of the Hungarian Councils' Republic was examined by 1 van Volgyes，“Soviet 

Russia and Soviet Hungary"， Hungary in Revolution， 1971， and by Peter Kenez， 

“Coalition Politics in the Hungarian Soviet Republic"， Revolution in tersjうective，1971. 

But they explained it only by the ideology and the organ of the Hungarian Communist 

Party. 1t seems that those are not enough to characterize the Hungarian Councilsラ

Republic. 

The first chapter examines the formation and the movement of the Councils 

before the establishment of the Socialist Government， and clarifies the characteristics 

and the actual circumstances of the Councils. We will fi.nd here that the Councils 

were at first formed in each factory and workshop by radical workers. After the 

Democratic Revolution， however， workers and regional Councils were organized under 

the Coalitional Government， especially under the leadership of the Social Democratic 

Party. On the other hand， the Soldiers' Councils remained under the influence of 

leftist socialists. After the formation of the Communist Party and the failures of the 

internal and the external policies of the Government-especially the halfway land reform 

policy-， the autonomous and independent movement extended widely among the 

regional Councils in the spring of 1919. The Councils came to occupy the adminis-

trative structures one after another in many cities. The real power for the establish-

ment of the Hungarian Councils' まepublicwas what the Councils developed and 

extended during the nation-wide movement under the Democratic Government. The 

Councils' Republic was not formed only on the influence from outside， but 0茸eredas 

the solution to the problems and circumstances in and around Hungary. 

The second chapter explores the characteristics and activities of the Government 

Council， the top of the Socialist National structure， and of the Allied Central Executive 

Committee elected in the National Councils Election. The Government Council formed 

by the joint Social Dem 

- 6H-
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Cornrnittee. 

The third chapter investigates the National Councils Election， the actual state of 

the election and the rnernbers of the elected councils. We  can say that the Counci1s 

Election achived its stated aim enough at the point where the conscious rnasses parti-

cipated in adrninistration all over the country for the五rsttime， no matter what the 

election was held only two weeks after the establishrnent of the new Socialist Govern-

ment. One reason why the election succeeded was what the election was not based 

Oll parties but on the Councils. (If it had been based on parties， the socialist parties 

might have been unable to get a high percentage of the vote.) 

Frorn the analysis of the Councils' mernbers， we can see， on the one hand， the 

tight organization of workers by the Hungarian Trade Union， the irnportance of the 

agricultural workers in Hungary， the role of intelligentsia in the Councils. On the 

other hand， we rnust take into account the rnany non-workers in the Councils， for 

example， land-owners， shop-or factory-owners and aristocrats， and the deep rooted 

feudalistic character of the country-side seen in sex discrirnination for exarnple. The 

di伍culty extending the inf1uence of the Central Government to the country-side is 

revealed. 

The fourth chapter shows how the national Councils structure which had been 

established by the Councils Election was managed in both the capital and the country-

side， through each Councils structure. We  can see that the prirne task of Councils 

was not a political， but a social function， for example， the imp主ovementof living 

standards， education， culture， welfare， and so on. Generally speaking， the Councils in 

the capital were more radical and connected more closely with the Government Council 

than the Councils in regional areas. The Councils rejected the bureaucratic system 

and insisted on their independence and autonomy. In the country-side， the Councils 

sometimes stood up for regional advantages against the Central structure， especially 

on economical issues. On political questions such as the organization of the まedArrny 

and sending soldiers to the front， the fight against a11.ti-revolutionary power， most 

Councils played a positive role in co-operating with the Government Council， but these 

activities did 11.ot obstruct their i11.dependence. 

Regional and vVorkers' Councils had the function of socializing the production in 

factories， mines and farms， and 0 

ハツぷU



羽場久理子

Mother land. 

The last chapter examines the relationship between the Councils and the joint 

Socialist Party， especially the couflict between the social-democrats and communists， 

and the relation between the Councils' organ and the Party's organ. The joining of 

the two socialist parties guaranteed a peaceful revolution. The joining of the two 

parties received a positive response in Hungary despite of criticizm of the ComIntern. 

The conflict between two parties was not an ideological di旺erencebut stemmed from 

the Hungarian status quo; that is the strong connection between social-democrats and 

trade unions， the dissatisfaction of Trade Union leaders with the Government， the lack 

of mass organization among Communists. The conflict between two parties and the 

rejection of bureaucracy made the Councils autonomous. Besides， the lack of a party 

political organ in the country-side weakened the connection between the Councils and 

the Central Government， and made it easy for the anti-government power to rise up 

and achieve power in the country-side. 

The Councils in Hungary were， at first， the radical movement which socialized 

the factories and land by themsel ves. They tried to achieve power and regional 

administration by themselves， against the conservative masses and moderate Social 

Democratic Party and the Trade Union Leaders. 

The elected Council members， however， could not call themselves completely 

“Workers， Soldiers and Peasant Councils". There were many problems in the Councils' 

structure dependent upon Hungarian historical conditions and the characteristics of the 

Hungarian movement itself. 

The problems were; the great influence of the Trade Union within the Workers 

Movement， the feudalistic character which remained in the country-side， the weakness 

of the rural socialist organ. These problems， combined with the characteristics of the 

Hungarian Social-Democratic Party， which was the traditional reformist party and 

under the in工n丑uenceof Aus託tro

ga訂n泊anCouncils' Republic， that is， the joining of the two socialist parties， peaceful 

revolution， the compromise of the Communist Party with the Social Democratic Party 

and the weakness of Party discipline. 

Those problems were also the factors which broke down the Hungarian Councils' 

Republic from the inside. 

The Hungarian Councils' Republic had its own characteristics， based on Hungarian 
historical proble 
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